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本審査報告書は、新規有効成分フルチアニルを含む製剤の登録に際して、申請者の提出し

た申請書、添付書類及び試験成績に基づいて実施した審査の結果をとりまとめたものです。 

本審査報告書の一部には、フルチアニルの食品健康影響評価（食品安全委員会）、残留農

薬基準の設定（厚生労働省）並びに水産動植物被害防止及び水質汚濁に係る登録保留基準

の設定（環境省）における評価結果の一部を引用するとともに、それぞれの評価結果の詳

細を参照できるようリンク先を記載しています。これらの評価結果を引用する場合は、各

機関の評価結果から直接引用するようにお願いします。 

なお、本審査報告書では、「放射性炭素（14
C ）で標識したフルチアニル及び当該物質の代

謝・分解により生じた 14
C を含む物質」について「放射性物質」と表記していますが、他

機関の評価結果の引用に際して、別の表現で記述されている場合は、用語の統一を図るた

め、意味に変更を生じないことを確認した上で、「放射性物質」に置き換えて転記していま

す。 

 

食品健康影響評価（食品安全委員会） 

（URL：http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492） 

 

残留農薬基準の設定（厚生労働省） 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/04/dl/s0420-4-339.pdf） 

 

水産動植物被害防止に係る登録保留基準の設定（環境省） 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/h44_flutianil.pdf） 

 

水質汚濁に係る登録保留基準の設定（環境省） 

（URL：http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/h40_flutianil.pdf） 

 

 

 

 

 

 

Most of the summaries and evaluations contained in this report are based on unpublished 

proprietary data submitted for registration to the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, 

Japan. A registration authority outside of Japan should not grant a registration on the basis of an 

evaluation unless it has first received authorization for such use from the owner of the data 

submitted to the Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries, Japan or has received the data on 

which the summaries are based, either from the owner of the data or from a second party that has 

obtained permission from the owner of the data for this purpose. 
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フルチアニル － I. 申請に対する登録の決定 

 

Ⅰ. 申請に対する登録の決定 

 

1. 登録決定に関する背景 

1.1 申請 

 農薬取締法（昭和 23 年法律第 82 号）に基づき、農林水産大臣は、平成 21 年 10 月 20 日、

新規有効成分フルチアニルを含む製剤（フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤））の登録申

請を受けた。 

 

1.2 提出された試験成績及び資料の要件の確認 

 フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤）の申請に際して提出された試験成績及び資料は、

以下の通知に基づく要求項目及びガイドラインを満たしていた。 

 

 ・農薬の登録申請に係る試験成績について 

  （平成 12 年 11 月 24 日付け、12 農産第 8147 号農林水産省農産園芸局長通知） 

 ・「農薬の登録申請に係る試験成績について」の運用について 

  （平成 13 年 10 月 10 日付け、13 生産第 3986 号農林水産省生産局生産資材課長通知） 

 ・農薬の登録申請書等に添付する資料等について 

  （平成 14 年 1 月 10 日付け、13 生産第 3987 号農林水産省生産局長通知） 

 ・「農薬の登録申請書等に添付する資料等について」の運用について 

  （平成 14 年 1 月 10 日付け、13 生産第 3988 号農林水産省生産局生産資材課長通知） 

 

1.3 基準値等の設定 

1.3.1 ADI の設定 

 食品安全基本法（平成 15 年法律第 48 号）に基づき、食品安全委員会は、フルチアニルの

食品健康影響評価の結果として、以下の通りフルチアニルの ADI（一日摂取許容量）を設定

し、平成 24 年 1 月 26 日付けで厚生労働大臣に通知した。 

 

ADI  2.4 mg/kg 体重/日 

 

（参照）食品健康影響評価の結果の通知について 

（平成 24 年 1 月 26 日付け、府食第 79 号食品安全委員会委員長通知） 

（URL：http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492） 

 

1.3.2 食品中の残留農薬基準の設定 

 食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号）に基づき、厚生労働大臣は、フルチアニルの食品中

の残留農薬基準を以下の通り設定し、平成 25 年 2 月 1 日付けで告示した（平成 25 年 2 月 1

日厚生労働省告示第 15 号）。 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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基準値設定対象：フルチアニル 

 

食品中の残留基準 

食品名 残留基準値（ppm） 

なす 0.2 

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.2 

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.05 

すいか 0.05 

メロン類果実 0.05 

いちご 0.5 

 

（参照） 食品衛生法施行規則の一部を改正する省令及び食品、添加物等の規格基準の一

部を改正する件等について（平成 25 年 2 月 1 日付け、食安発 0201 第 2 号厚生労

働省医薬食品局食品安全部長通知） 

（URL：http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/zanryu2/dl/130201-2.pdf） 

 

1.3.3 水産動植物被害防止に係る登録保留基準の設定 

 農薬取締法に基づき、環境大臣は、フルチアニルの水産動植物被害防止に係る登録保留基

準を以下のとおり設定し、平成 23 年 2 月 23 日付けで告示した（平成 23 年 2 月 23 日環境省

告示第 11 号）。 

  

 登録保留基準値 85 μg/L 

 

（参照）水産動植物被害防止に係る農薬登録保留基準について 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html） 

 

1.3.4 水質汚濁に係る登録保留基準の設定 

 農薬取締法に基づき、環境大臣は、フルチアニルの水質汚濁に係る登録保留基準を以下の

とおり設定し、平成 24 年 10 月 10 日付けで告示した（平成 24 年 10 月 10 日環境省告示第 154

号）。 

  

 登録保留基準値 6.3 mg/L 

 

（参照）水質汚濁に係る農薬登録保留基準について 

（URL：http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/kijun.html） 

 

1.3.5 農薬登録保留要件（農薬取締法第 3 条第 1 項）との関係 

 フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤）について、以下の通り農薬取締法第 3 条第 1 項第

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/zanryu2/dl/130201-2.pdf
http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html
http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/kijun.html
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1 号から第 10 号までに該当する事例は、認められなかった。 

 

（１）申請書の記載事項に虚偽の事実はなかった（第 3 条第 1 項第 1 号）。 

（２）申請書に記載された使用方法及び使用上の注意事項に従い上記農薬を使用する場合、

対象作物、周辺作物及び後作物に薬害を生じるおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項

第 2 号）。 

（３）申請書に記載された使用方法及び使用時安全に係る注意事項に従い上記農薬を使用す

る場合、使用者に危険を及ぼすおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項第 3 号）。 

（４）申請書に記載された使用方法及び使用上の注意事項に従い上記農薬を使用する場合、

農薬の作物残留の程度及び食品からの摂取量からみて、消費者の健康に影響を及ぼすお

それはないと判断した（第 3 条第 1 項第 4 号）。 

（５）申請書に記載された使用方法に従い上記農薬を使用する場合、農薬の土壌残留の程度

からみて、後作物への残留が生じて消費者の健康に影響を及ぼすおそれはないと判断し

た（第 3 条第 1 項第 5 号）。 

（６）申請書に記載された使用方法、使用上の注意事項及び水産動植物に係る注意事項に従

い上記農薬を使用する場合、農薬の公共用水域の水中における予測濃度からみて、水産

動植物への被害が著しいものとなるおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項第 6 号）。 

（７）申請書に記載された使用方法及び使用上の注意事項に従い上記農薬を使用する場合、

農薬の公共用水域の水中における予測濃度及び魚介類中の推定残留濃度からみて、消費

者の健康に影響を及ぼすおそれはないと判断した（第 3 条第 1 項第 7 号）。 

（８）上記農薬の名称は、主成分及び効果について誤解を生じるおそれはないと判断した（第

3 条第 1 項第 8 号）。 

（９）申請書に記載された使用方法に従い上記農薬を使用する場合、薬効は認められると判

断した（第 3 条第 1 項第 9 号）。 

（10）上記農薬には、公定規格は定められていない（第 3 条第 1 項第 10 号）。  

 

2. 登録の決定 

 農薬取締法に基づき、農林水産大臣は、フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤）を平成

25 年 2 月 1 日に以下のとおり登録した。 

 

フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤） 

 登録番号 

  第 23208 号 

 

農薬の種類及び名称 

種類：フルチアニル乳剤 

名称：ガッテン乳剤 
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物理的化学的性状 

  黄色澄明可乳化油状液体 

 

有効成分の種類及び含有量 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁｵ]-2- 

[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ   ………  5.0 % 

 

その他の成分の種類及び含有量 

  有機溶剤、界面活性剤等        ……… 95.0 % 

 

適用病害虫の範囲及び使用方法 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙを 

含む農薬の 

総使用回数 

きゅうり 

なす 

すいか 

メロン 

かぼちゃ 

いちご 

うどんこ病 5000 倍 
100～300 

L/10a 

収穫前日まで 

2 回以内 散布 2 回以内 

花き類・観葉植物 発病前～発病初期 

 

使用上の注意事項 

1) 使用量に合わせ薬液を調製し、使いきること。 

2) 本剤は植物体への浸透移行性がないので、かけ残しのないように葉の裏表に十分に散

布すること。 

3) 散布量は対象作物の生育段階、栽培形態及び散布方法に合わせて調節すること。 

4) 適用作物群に属する作物またはその新品種に本剤をはじめて使用する場合は、使用者

の責任において事前に薬害の有無を十分確認してから使用すること。 

5) 本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法などを誤らないように注意し、

特にはじめて使用する場合には、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ま

しい。 

 

人畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒方法 

1) 本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意すること。眼に入った場

合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けること。 

2) 本剤は皮膚に対して刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意すること。付着し

た場合には直ちに石けんでよく洗い落とすこと。 
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3) 散布液調製時及び散布の際は保護眼鏡、農薬用マスク、手袋、不浸透性防除衣など

を着用するとともに保護クリームを使用すること。 

作業後は直ちに身体を洗い流し、洗眼・うがいをするとともに衣服を交換すること。 

4) 作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯すること。 

5) かぶれやすい体質の人は作業に従事しないようにし、施用した作物等との接触をさ

けること。 

6) 夏期高温時の使用を避けること。 

 

水産動植物に有毒な農薬については、その旨 

この登録に係る使用方法では該当がない。 

 

引火し、爆発し、又は皮膚を害する等の危険のある農薬については、その旨 

危険物第四類第三石油類に属するので火気には注意すること。 

 

貯蔵上の注意事項 

直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場所に密栓して保管するこ

と。 

 

販売する場合の容器又は包装の種類及び材質並びに内容量 

25 mL、50 mL、100 mL、250 mL、500 mL  各ポリエチレン瓶入り 
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Ⅱ. 審査報告 

 

1. 審査報告書の対象農薬及び作成目的 

1.1 審査報告書作成の目的 

本審査報告書は、新規有効成分フルチアニルを含む製剤の登録に当たって実施した審査結

果をとりまとめた。 

 

1.2 有効成分 

1.2.1 申請者 

 

大塚アグリテクノ株式会社 

1.2.2 登録名 

 

フルチアニル 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁｵ]-2- 

[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

 

1.2.3 一般名 

 

flutianil（ISO 申請中） 

 

1.2.4 化学名 

IUPAC 名： 

  

 

CAS 名 ： 

 

(Z)-2-[2-fluoro-5-(trifluoromethyl)phenylthio]-2- 

[3-(2-methoxyphenyl)-1,3-thiazolidin-2-ylidene]acetonitrile 

 

(2Z)-2-[[2-fluoro-5-(trifluoromethyl)phenyl]thio]-2- 

[3-(2-methoxyphenyl)-2-thiazolidinylidene]acetonitrile 

 

（CAS No. 958647-10-4） 

 

1.2.5 コード番号 

 

OK-5203 

1.2.6 分子式、構造式、分子量 

 分子式 C19H14F4N2OS2 

 構造式 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

 

 分子量 426.5 
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1.3 製剤 

1.3.1 申請者 

大塚アグリテクノ株式会社 

 

1.3.2 名称及びコード番号 

名称 コード番号 

  ガッテン乳剤  OK-5203 乳剤 5 

 

1.3.3 製造者 

大塚アグリテクノ株式会社 

（製造場） 

大塚アグリテクノ株式会社鳴門工場 

ハヤシアグロサイエンス株式会社赤穂工場 

 

1.3.4 剤型 

乳剤（ガッテン乳剤） 

 

1.3.5 用途 

殺菌剤 

      

1.3.6 組成 

ガッテン乳剤 

フルチアニル    5.0 % 

有機溶剤、界面活性剤等  95.0 % 

 

1.4 農薬の使用方法 

1.4.1 使用分野 

農業用 

 

1.4.2 適用病害への効果 

フルチアニルは、チアゾリジン環にシアノメチレン基を有し、うどんこ病に効果を有する

殺菌剤である。本剤は既存剤に対する耐性菌株又は低感受性菌株に対して有効であり、また

形態学的観察において菌の感染プロセスへの影響が既存剤とは異なることから、新規の作用

機構を有すると考えられている。 
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1.4.3 申請された内容の要約 

フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤） 

 

適用作物 適用病害 

きゅうり うどんこ病 

なす うどんこ病 

すいか うどんこ病 

メロン うどんこ病 

かぼちゃ うどんこ病 

いちご うどんこ病 

花き類・観葉植物 うどんこ病 

 

1.4.4 諸外国における登録に関する情報 

 現時点において、韓国で農薬登録されている。 
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2. 審査結果 

2.1 農薬の基本情報 

2.1.1 農薬の基本情報 

有効成分及び製剤の識別に必要な項目のすべてについて妥当な情報が提供された。 

 

2.1.2 物理的・化学的性状 

2.1.2.1 有効成分の物理的・化学的性状 

表 2.1-1：有効成分の物理的・化学的性状試験の結果概要 

試験項目 試験方法 試験結果 

色調・形状・臭気 目視及び官能法 白色結晶性粉末・特異な臭気は認められない（20.1℃） 

密度 
OECD 109 

比重びん法 
1.45 g/cm3 (20±1.0 ℃) 

融点 
OECD 102 

DSC法 
178～179 ℃ 

沸点 
OECD 103 

TG-DTA法 
299.1 ℃（2.53 kPa） 

蒸気圧 
OECD 104 

気体流動法 

<1.7×10-5 Pa (30 ℃) 

<1.3×10-5 Pa (25 ℃) 

熱安定性 
OECD 113 

TG-DTA法 

280 ℃までは安定 

（約 280 ℃付近から熱分解を伴いながら気化する） 

溶 

 

解 

 

度 

水 
OECD 105 

カラム溶出法 
0.0079 mg/L (20 ℃) 

有 

機 

溶 

媒 

n-ヘキサン 

フラスコ法 

<0.01 g/L (20 ℃) 

トルエン 11.2 g/L (20 ℃) 

ジクロロメタン 169 g/L (20 ℃) 

酢酸エチル 22.8 g/L (20 ℃) 

アセトン 66.4 g/L (20 ℃) 

メタノール 5.62 g/L (20 ℃) 

解離定数 試験省略（水溶解度が 10-4 g/L 以下であるため） 

分配係数 

(n-オクタノ－ル/水) 

OECD 117 

HPLC法 
log Pow = 2.9 (25 ℃) 

加水分解性 
12 農産第 8147 号 

OECD 111 
加水分解に対して安定 (pH 4、pH 7、pH 9) 

水中光分解性 

緩衝液(pH 7) 12 農産第 8147 号 
半減期 約 1.0 日 

(25 ℃、25.3 W/m2、 300～400 nm) 

自然水(pH7.4) 12 農産第 8147 号 
半減期 約 1.2 日 

(25 ℃、25.3 W/m2、 300～400 nm) 

生物濃縮性 
試験省略 

（Log Pow が 3.5 未満のため） 

土壌吸着係数 
12 農産第 8147 号 

OECD 106 

Kads F = 533～1,090 (25 ℃) 

Kads Foc = 20,600～79,400 (25 ℃) 

 

2.1.2.2 製剤の物理的・化学的性状 

 フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤） 

 本製剤の代表的ロットを用いた試験結果を表 2.1-2 に示す。 

 



10 

フルチアニル － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

 

表 2.1-2：フルチアニル 5.0 %乳剤の物理的・化学的性状試験の結果概要 

試験項目 試験方法 試験結果 

外観 
13生産第3987号局長通知 

官能検査による方法 
黄色澄明可乳化油状液体 

原液安定性 昭和35年農水省告示第71号 液の分離、沈殿などは認められない 

希釈液安定性 昭和35年農水省告示第71号 
乳濁液は均一であり、油状物、沈殿などは 

ほとんど認められない。 

pH 昭和35年農水省告示第71号 4.6 

比重 浮きばかり法（JIS K 0061） 1.08（20 ℃） 

 

2.1.2.3 製剤の経時安定性 

フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤） 

40 ℃における 4 か月間の経時安定性試験の結果、有効成分含有量、物理的化学的性状及

び容器の状態の変化は、認められなかった。40 ℃における 1 か月間は、室温における 1 か

年と同等としており、本剤は室温において 4 年間は安定であると判断する。 

 

2.1.3 使用方法の詳細 

 フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤） 

表 2.1-3：フルチアニル 5.0 %乳剤の「適用病害虫の範囲及び使用方法」 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙを 

含む農薬の 

総使用回数 

きゅうり 

なす 

すいか 

メロン 

かぼちゃ 

いちご 

うどんこ病 5000 倍 
100～300 

L/10a 

収穫前日まで 
2 回以内 散布 2 回以内 

花き類・観葉植物 発病前～発病初期 

 

2.1.4 分類及びラベル表示 

フルチアニル 

毒劇物：急性毒性試験の結果（2.3.1.2 項参照）から、毒物及び劇物取締法（昭和 25 年法

律第 303 号）による医薬用外劇物及び毒物に該当しない。 

 

フルチアニル 5.0 %乳剤（ガッテン乳剤） 

毒劇物：急性毒性試験の結果（2.3.1.9 項参照）から、毒物及び劇物取締法による医薬用

外劇物及び毒物に該当しない。 

危険物：本剤の引火点（102 ℃）から、消防法（昭和 23 年法律第 186 号）による危険

物第四類第三石油類に該当する。 
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2.2 分析方法 

2.2.1 原体 

原体中のフルチアニルは、逆相カラムを用いて HPLC（UV 検出器）により分析する。定量

には、内部標準法を用いる。 

 

2.2.2 製剤 

製剤中のフルチアニルは、順相カラムを用いて HPLC（UV 検出器）により分析する。定量

には、内部標準法を用いる。フルチアニル 5.0 %乳剤について、本分析方法の性能は以下のと

おりであった。 

 

表 2.2-1：フルチアニル 5.0 %乳剤の分析方法の性能 

選択性 妨害ピークは認められない。 

直線性（R2） 1.000 

精確性（平均回収率（n=5）） 98.66 % 

繰り返し精度（RSDr （n=5）） 0.2 % 

 

2.2.3 作物 

2.2.3.1 分析法 

フルチアニルの分析法 

分析法① 

分析試料をメタノール/水/塩酸（HCl）（50/50/0.1（v/v/v））混合液で抽出し、抽出液を

水で希釈後、C18 ミニカラムにより精製し、LC-MS を用いて定量する。 

 

分析法② 

分析試料をアセトニトリルで抽出し、抽出液を濃縮後、多孔性ケイソウ土カラム及び

シリカゲルカラムにより精製し、GC（アルカリ熱イオン検出器）を用いて定量する。 

 

表 2.2-2：作物中のフルチアニルの残留分析法のバリデーション結果 

分析法 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

分析法① 

0.01 
なす 

(果実) 

0.01 3 83 1.4 

0.01 3 79 1.9 

0.5 3 92 5.6 

0.5 3 88 2.6 

0.01 
きゅうり 

(果実) 

0.01 3 86 6.0 

0.01 3 89 11.0 

0.5 3 92 1.9 

0.5 3 91 1.9 
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分析法 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

分析法① 

0.01 
かぼちゃ 

(果実) 

0.01 3 75 2.0 

0.01 3 87 3.7 

0.5 3 75 2.8 

0.5 3 82 0.7 

0.01 
すいか 

(果肉) 

0.01 3 86 2.4 

0.01 3 76 2.7 

0.5 3 85 2.4 

0.5 3 88 1.1 

0.01 
メロン 

(果肉) 

0.01 3 78 6.5 

0.01 3 78 2.6 

0.5 3 88 2.0 

0.5 3 90 0.0 

0.01 
いちご 

(果実) 

0.01 3 80 2.5 

0.01 3 113 1.0 

0.5 3 79 3.3 

0.5 3 78 1.3 

分析法② 

0.005 
なす 

(果実) 

0.005 3 96 14.2 

0.005 3 99 1.0 

0.1 3 86 5.1 

0.1 3 85 4.7 

0.25 3 85 7.3 

0.25 3 86 4.7 

0.005 
きゅうり 

(果実) 

0.005 3 82 7.4 

0.005 3 89 7.2 

0.1 3 92 4.9 

0.1 3 87 6.4 

0.25 3 95 4.8 

0.25 3 97 8.6 

0.005 
かぼちゃ 

(果実) 

0.005 3 91 13.6 

0.005 3 91 10.2 

0.1 3 76 5.9 

0.1 3 93 2.2 

0.25 3 75 1.5 

0.25 3 93 4.9 
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分析法 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

分析法② 

0.005 
すいか 

(果肉) 

0.005 3 8.9 0.0 

0.005 3 94 10.3 

0.1 3 102 2.3 

0.1 3 97 3.7 

0.25 3 92 6.6 

0.25 3 95 4.4 

0.005 
メロン 

(果肉) 

0.005 3 94 5.8 

0.005 3 94 13.1 

0.1 3 89 7.2 

0.1 3 105 5.4 

0.25 3 89 9.5 

0.25 3 103 5.8 

0.005 
いちご 

(果実) 

0.005 3 85 12.3 

0.005 3 92 6.0 

0.1 3 87 3.0 

0.1 3 98 5.6 

0.25 3 105 4.5 

0.25 3 94 3.2 

 

代謝物 L の分析法 

分析法① 

分析試料をメタノール/水/HCl（50/50/0.1（v/v/v））混合液で抽出し、抽出液を水で希釈

後、ポリマー系ミニカラム及び陽イオン交換ミニカラムにより精製し、LC-MS を用いて

定量する。 

 

分析法② 

分析試料をアセトニトリル/水（24/5（v/v））混合液で抽出し、抽出液を濃縮後、酸性

下で多孔性ケイソウ土カラムをに保持させ、酢酸エチル/ヘキサン（1/1（v/v））混合液で

洗浄後、酢酸エチルで溶出した。溶出液をシリカゲルカラムで精製し、LC-MS を用いて

定量する。 
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表 2.2-3：作物中の代謝物 L の残留分析法のバリデーション結果 

分析法 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

分析法① 

0.01 
きゅうり 

(果実) 

0.01 3 92 1.1 

0.01 3 93 0.6 

0.5 3 93 1.2 

0.5 3 90 3.4 

0.01 
なす 

(果実) 

0.01 3 86 1.2 

0.01 3 90 4.0 

0.5 3 88 4.1 

0.5 3 86 1.8 

0.01 
かぼちゃ 

(果実) 

0.01 3 87 4.7 

0.01 3 93 4.9 

0.5 3 90 4.0 

0.5 3 87 2.4 

0.01 
すいか 

(果肉) 

0.01 3 99 3.5 

0.01 3 100 2.1 

0.5 3 89 1.7 

0.5 3 92 2.9 

0.01 
メロン 

(果肉) 

0.01 3 86 3.1 

0.01 3 88 3.3 

0.5 3 91 5.0 

0.5 3 94 1.6 

0.01 
いちご 

(果実) 

0.01 3 96 1.6 

0.01 3 89 13.1 

0.5 3 83 2.5 

0.5 3 88 8.3 

分析法② 

0.01 
きゅうり 

(果実) 

0.01 3 93 2.2 

0.01 3 88 1.3 

0.4 3 96 2.2 

0.4 3 93 0.6 

0.01 
なす 

(果実) 

0.01 3 89 1.3 

0.01 3 82 3.7 

0.4 3 85 2.4 

0.4 3 83 1.4 
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分析法 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

分析法② 

0.01 
かぼちゃ 

(果実) 

0.01 3 82 3.2 

0.01 3 77 3.4 

0.4 3 81 5.4 

0.4 3 75 7.6 

0.01 
すいか 

(果肉) 

0.01 3 90 1.3 

0.01 3 87 2.0 

0.4 3 96 1.6 

0.4 3 97 1.6 

0.01 
メロン 

(果肉) 

0.01 3 98 2.1 

0.01 3 83 0.0 

0.4 3 97 1.2 

0.4 3 95 1.2 

0.01 
いちご 

(果実) 

0.01 3 94 5.4 

0.01 3 91 2.8 

0.4 3 96 0.6 

0.4 3 93 1.1 

 

2.2.3.2 保存安定性 

作物残留試験において、試料を-20 ℃で一時保管した作物、なす、きゅうり、かぼちゃ、

すいか、メロン、いちごについて、申請者が実施した粉砕試料を用いた-20℃における保存安

定性試験の報告書を受領した。また、試料をメタノール/水/HCl（50/50/0.1（v/v/v））混合液で

抽出した抽出液を-5 ℃で一時保管したなすについて、申請者が実施した抽出液を用いた-5 ℃

における保存安定性試験の報告書を受領した。 

結果を表 2.2-4 示す。残存率は、添加回収率による補正を行っていないものを示した。いず

れの試料についても、フルチアニル、代謝物 L は、安定（>70 %）であった。 

作物残留試験における各試料の保存期間には、保存安定試験における保存期間を超えるも

のはなかった。 
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表 2.2-4：作物試料中におけるフルチアニルの保存安定性試験の結果概要 

試料名 分析対象 保存形態 
添加濃度 

(mg/kg) 
保存期間 

残存率 

(%) 

添加回収率 

(%) 

作物残留試験にお 

ける最長保存期間 

(日) 

 なす* 

(果実) 

 

代謝物L 

抽出液 

0.01 110 107 

－ 125 
0.01 125 100 

0.5 110 97 

0.5 125 94 

粉砕試料 
2.5 129 102 

－ 139 
2.5 145 96 

きゅうり 

(果実) 

フルチアニル 粉砕試料 
0.5 68 90 

－ 67 
0.5 39 84 

代謝物L 粉砕試料 

0.5 69 90 

－ 138 
0.5 39 92 

2.5 77 100 

2.5 138 98 

かぼちゃ 

(果実) 

フルチアニル 粉砕試料 

0.5 294 73 

－ 256 0.5 256 81 

2.5 95 74 

代謝物L 粉砕試料 

0.5 341 92 

－ 294 
0.5 271 98 

2.5 252 88 

2.5 231 72 

すいか 

(果肉) 

フルチアニル 粉砕試料 0.5 319 90 － 315 

代謝物L 粉砕試料 

0.5 341 96 

－ 286 2.5 286 93 

2.5 135 99 

メロン 

(果肉) 

フルチアニル 粉砕試料 0.5 266 86 － 265 

代謝物L 粉砕試料 

0.5 271 90 

－ 265 2.5 251 96 

2.5 120 94 

いちご 

(果実) 

フルチアニル 粉砕試料 
0.5 48 82 

－ 66 
0.5 66 80 

代謝物L 粉砕試料 

0.5 48 90 

－ 68 
0.5 66 78 

2.5 55 100 

2.5 73 97 

*：フルチアニルは試料到着後、直ちに分析したため、保存安定性試験は実施していない。 
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2.2.4 土壌 

2.2.4.1 分析法 

フルチアニル及び代謝物 H の分析法 

分析試料をアセトニトリル/水（15/4（v/v））混合液で抽出し、抽出液を濃縮後、酸性下

で酢酸エチル/ヘキサン（1/1（v/v））混合液に転溶し、NH2 ミニカラムによる精製後、LC-MS

を用いて定量する。 

 

代謝物 L の分析法 

分析試料をアセトニトリル/水（15/4（v/v））混合液で抽出し、抽出液を濃縮後、酸性下

で多孔性ケイソウ土カラムに保持させ酢酸エチル/ヘキサン（1/1（v/v））混合液で洗浄後、

酢酸エチルで溶出した。溶出液をシリカゲルカラムにより精製後、LC-MS を用いて定量す

る。 

 

表 2.2-5：土壌分析法のバリデーション結果 

分析対象 
定量限界 

(mg/kg) 
分析試料 

添加濃度 

(mg/kg) 
分析回数 

平均回収率 

(%) 

RSDr 

(%) 

フルチアニル 0.0005 

軽埴土 

0.0005 3 99 5.9 

0.015 3 105 1.1 

0.03 3 105 0.6 

0.2 3 89 2.3 

埴壌土 

0.0005 3 93 5.9 

0.015 3 94 5.4 

0.03 3 88 2.0 

0.2 3 97 3.6 

代謝物 H 0.0005 

軽埴土 

0.0005 3 80 4.5 

0.015 3 83 2.8 

0.03 3 81 4.3 

埴壌土 

0.0005 3 79 5.5 

0.015 3 79 2.2 

0.03 3 82 3.2 

代謝物 L 0.0005 

軽埴土 

0.0005 3 95 8.2 

0.015 3 103 1.7 

0.03 3 103 1.5 

埴壌土 

0.0005 3 86 3.5 

0.015 3 99 3.1 

0.03 3 96 5.2 
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2.2.4.2 保存安定性 

土壌残留試験において、試料を-20℃で一時保管していたため、申請者が実施した-20 ℃に

おける保存安定性試験の報告書を受領した。 

結果を表 2.2-6 に示す。いずれの試料についても、フルチアニル、代謝物 H 及び代謝物 L

は安定（>70 %）であった。土壌残留試験における各試料の保存期間には、保存安定試験にお

ける保存期間を超えるものはなかった。 

 

表 2.2-6：保存安定性試験の結果 

分析対象 分析試料 
添加濃度 

(mg/kg) 

保存期間 

(日) 

平均回収率 

(%) 

フルチアニル 
軽埴土 

1.0 
282 84 

埴壌土 290 71 

代謝物 H 
軽埴土 

1.0 
282 71 

埴壌土 290 74 

代謝物 L 
軽埴土 

1.0 
230 77 

埴壌土 230 74 
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2.3 ヒト及び動物の健康への影響 

2.3.1 ヒト及び動物の健康への影響 

2.3.1.1 動物代謝 

フルチアニルのトリフルオロメチルフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したもの（以下

「[tri-
14

C]フルチアニル」という。）又はメトキシフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したも

の（以下「[met-
14

C]フルチアニル」という。）を用いて、申請者が実施した動物代謝試験の報

告書を受領した。 

放射性物質濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合はフルチアニル換算で表示した。 

 

[tri-
14

C]フルチアニル [met-
14

C]フルチアニル 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

*：14C 標識部位 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）から（４）

に転記する。 

 

（１）吸収 

① 血中濃度推移 

Wistar ラット（一群雌雄各 4 匹）に、[tri-
14

C]フルチアニル又は[met-
14

C]フルチアニル

を 10 mg/kg 体重（以下［2.3.1.1］において「低用量」という。）又は 1,000 mg/kg 体重（以

下［2.3.1.1］において「高用量」という。）で単回経口投与して、血中濃度推移について

検討された。 

薬物動態学的パラメータは表 2.3-1 に示されている。 

血漿中及び全血中放射性物質濃度に差が生じ、フルチアニル又はその代謝物は血液中

の細胞画分と親和性を有することが示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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表 2.3-1：薬物動態学的パラメータ 

投与量 (mg/kg 体重) 10 1,000 

標識体 
[tri-14C] [met-14C] [tri-14C] [met-14C] 

フルチアニル フルチアニル フルチアニル フルチアニル 

性別 雄 雌 雄 雌 雄 1) 雌 2) 雄 3) 雌 4) 

血漿 

Tmax (時間) 12.5 6.8 3.0 1.8 

    

Cmax (ng/g) 171 205 300 349 

T1/2 (時間) 22.3 16.0 11.2 26.1 

AUC t (hr･ng/g) 4,980 5,200 3,620 6,190 

AUC (hr･ng/g) 6,900 6,020 4,190 7,520 

全血 

Tmax (時間) 6.5 8.0 3.8 5.0 3.5 3.3 

 

5.3 

Cmax (ng/g) 463 705 278 431 3,120 3,900 2,370 

T1/2 (時間) 68.6 67.9 35.0 34.1 13.9 39.7 15.4 

AUC t (hr･ng/g) 14,300 15,100 8,280 14,800 29,900 143,000 19,700 

AUC (hr･ng/g) 19,600 18,400 9,850 17,400 59,500 296,000 58,200 

1)：血漿中濃度は、すべての採取時点で定量限界未満。 

2)：血漿中濃度は、1 例（投与 1 時間後に 3,431 ng/g）を除きすべて定量限界未満。 

3)：血漿中濃度は、2 例では全採血時点で定量限界未満、投与 3 時間後ですべて定量限界未満。 

全血中濃度の著しい変動のため、薬物動態学的パラメータは求められなかった。 

4)：血漿中濃度は、1 例では全採血時点で定量限界未満、投与 6 時間後ですべて定量限界未満。 

 

 ② 吸収率 

尿及び糞中排泄試験[(4)①]並びに胆汁中排泄試験［(4)②］の結果から算出された吸収

率は、低用量群で最大 20 %、高用量群で最大 2 %と推定された。 

 

（２）分布 

Wistar ラット（一群雌雄各 9 匹）に[tri-
14

C]フルチアニル又は[met-
14

C]フルチアニルを、

低用量又は高用量で単回経口投与して体内分布試験が実施された。また、単回投与又は反

復投与による尿及び糞中排泄試験［(4)①］に用いたラットより投与 120 時間後に臓器及び

組織を採取して臓器及び組織中放射性物質が測定された。 

主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度は表 2.3-2 及び 2.3-3 に示されている。 

単回投与群では、放射性物質は臓器及び組織中で広範に分布し、低用量群では投与 8 時

間後にすべての組織で定量可能な量の放射性物質が検出されたが、時間の経過とともに放

射性物質は速やかに減衰した。高用量群においても投与 48 時間後には多くの組織で定量限

界未満となり、蓄積性は認められなかった。 

反復投与群の最終投与 120 時間後では、消化管を除き、肝臓、腎臓、肺及び甲状腺で全

血中濃度より高値がみられたが、多くの組織で定量限界未満であり、顕著な量の放射性物



21 

フルチアニル － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

 

質を含む組織はなく、蓄積性は認められなかった。 

 

 表 2-3-2：[tri-
14

C]フルチアニル投与群の主要臓器及び組織の残留放射性物質濃度（mg/g） 

投与量 

(mg/kg 体重) 
性別 Tmax 付近 1) 投与 120 時間後 

10 

雄 

大腸及び内容物 (63.3)、小腸及び内容物

(3.79)、カーカス 2)(3.42)、脂肪 (2.43)、肝

臓(1.65)、副腎(1.53)、下垂体(1.46)、膵臓

(0.952)、腎臓 (0.901)、血液(0.885)、甲状腺

(0.850)、肺(0.509)、皮膚(0.427)、脾臓(0.383)、

心臓(0.383)、脳(0.308)、筋肉(0.290)、胸腺

(0.287)、精巣(0.265)、血漿(0.217) 

胃(0.562)、肝臓(0.111)、大腸(0.073)、 

全血(0.046) 

 

雌 

大腸及び内容物(41.9)、胃及び内容物(11.7)、

小腸及び内容物(3.52)、脂肪 (3.32)、子宮

(1.62)、卵巣(1.61)、肝臓(1.37)、副腎(1.34)、

甲状腺(1.25)、カーカス(1.30)、血液(1.05)、

下垂体(0.900)、腎臓(0.792)、膵臓(0.791)、

皮膚(0.616)、肺(0.517)、脾臓(0.481)、心臓

(0.437)、脳(0.356)、筋肉(0.324)、胸腺(0.272)、

血漿(0.223) 

胃(2.27)、大腸(0.081)、肝臓(0.064)、 

副腎(0.062)、全血(0.060) 

 

1,000 

雄 

大腸及び内容物(15,100)、カーカス(186)、

小腸及び内容物(20.2)、脂肪(13.2)、下垂体

(12.1)、肝臓(8.60)、副腎(8.16)、眼(7.19)、

胃及び内容物(6.21)、膵臓(5.23)、甲状腺

(5.15)、腎臓 (4.94)、皮膚(4.28)、血液 (4.21)、

心臓(3.16)、脾臓(3.09)、肺(2.96)、胸腺(2.69)、

脳 (1.64)、筋肉(1.51)、精巣(1.36)、血漿(1.09) 

胃(228)、肝臓(13.0)、大腸(5.64)、 

全血(定量限界未満) 

 

雌 

大腸及び内容物(20,900)、小腸及び内容物

(970)、胃及び内容物(913)、カーカス(36.5)、

脂肪(17.9)、膵臓(13.6)、肝臓(12.0)、卵巣

(11.0)、副腎(9.84)、下垂体(9.58)、子宮(7.92)、

血液(6.32)、皮膚(5.99)、腎臓 (4.99)、脾臓

(4.84)、心臓(4.39)、肺(4.25)、甲状腺(3.63)、

胸腺(3.05)、脳(2.36)、筋肉(1.97)、血漿(1.69) 

胃(92.4)、大腸(12.5)、肝臓(10.7)、 

小腸(3.32)、全血(0.777) 

 

1）10 mg/kg 体重投与群では投与 8 時間後、1,000 mg/kg 体重投与群では投与 2 時間後 

2) 組織・臓器を取り除いた残渣のことをカーカスという（以下同じ）。 
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表 2-3-3：[met-
14

C]フルチアニル投与群の主要臓器及び組織における残留放射性物質濃度 

（mg/g） 

投与量 

(mg/kg 体重) 
性別 投与 2 時間後 投与 120 時間後 

10 

雄 

胃及び内容物(125)、小腸及び内容物(105)、

大腸及び内容物(31.5)、肝臓(1.80)、脂肪 

(1.56)、腎臓 (0.963)、筋肉 (0.667)、膵臓

(0.403)、甲状腺(0.392)、血漿(0.371) 

胃 (2.08)、肝臓 (0.538)、肺 (0.250)、腎臓

(0.126)、大腸(0.094)、全血(0.068) 

 

雌 

胃及び内容物(225)、小腸及び内容物(144)、

肝臓(2.05)、大腸及び内容物(1.58)、腎臓

(1.34)、膵臓(0.590)、副腎(0.456)、肺(0.448)、

脂肪 (0.436)、子宮 (0.434)、血漿(0.400) 

大腸(0.774)、胃(0.645)、肝臓(0.420)、肺

(0.368)、腎臓(0.178)、甲状腺(0.168)、全血

(0.116) 

 

1,000 

雄 

小腸及び内容物 (15,200)、胃及び内容物

(4,890)、肝臓(14.6)、腎臓(12.8)、大腸及び

内容物(12.3)、下垂体(5.83)、膵臓(3.66)、

副腎(3.19)、血漿(3.07) 

胃(62.6)、大腸(3.97)、腎臓(3.70)、肺(1.24)、

全血(定量限界未満) 

 

雌 

小腸及び内容物(11,000)、大腸及び内容物

(3,470)、胃及び内容物(2,390)、肝臓(15.1)、

腎臓(8.72)、副腎(6.06)、肺(5.89)、下垂体

(4.93)、甲状腺 (4.67)、卵巣 (4.27)、子宮

(3.72)、膵臓(3.41)、血漿(3.31) 

胃 (24.6)、大腸 (17.4)、腎臓 (4.71)、小腸

(3.59)、肝臓(1.51)、肺(1.38)、全血(0.475) 

 

 

（３）代謝 

尿及び糞中排泄試験並びに胆汁中排泄試験［(4)①及び②］において得られた尿、糞及び

胆汁、体内分布試験［(2)］で得られた血漿、肝臓及び腎臓を試料として、代謝物同定・定

量試験が実施された。 

単回経口投与群における尿及び糞中代謝物は表 2.3-4 に示されている。 

糞中の主要成分は親化合物であった。代謝物として糞中では微量の G 及び F が推定又は

同定され、尿中ではトリフルオロメチルフェニル基部分のグルタチオン抱合体や硫酸抱合

体由来 N、O、P、Q、R 及び S の 6 代謝物が同定又は推定された。5 %TAR を超える代謝物

は S のみであった。単回投与及び反復投与間で代謝物のプロファイルに顕著な差はみられ

なかった。 

胆汁では HPLC 分析により 19 以上のピーク（最大のピークで 2.5 %TAR）が確認された。

血漿、肝臓及び腎臓からの抽出効率が悪かったことから、多くが生体構成成分と結合した

と考えられた。血漿では HPLC による分析はできなかったが、肝臓及び腎臓では R 及び S

の存在が確認された。 

代謝経路として、フルチアニルのトリフルオロメチルフェニル基部分とメトキシフェニ

ル基部分の間の構造が開裂する経路が推定された。さらに、トリフルオロメチルフェニル
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基部分へのグルタチオン抱合体及び硫酸抱合体の生成反応が起こっていることが示唆され

た。 

 

表 2.3-4：単回経口投与群における尿及び糞中代謝物（%TAR） 

標識体 
投与量 

(mg/kg 体重) 
試料 性別 フルチアニル 代謝物 

[tri-14C] 

フルチアニル 

 

10 

尿 
雄 － S(2.6)、O,P,Q(0.3)、R(0.1)、N(0.08) 

雌 － S(5.5)、R(0.1)、O,P,Q(0.08)、N(0.08) 

糞 
雄 76.5 F(2.7)、G(1.4) 

雌 70.2 F(3.0)、G(1.0) 

1,000 

尿 
雄 － S(0.5)、R(0.1)、O,P,Q(0.03)、N(0.02) 

雌 － S(0.6)、O,P,Q(0.07)、R(0.06) 

糞 
雄 80.3 F(3.8) 

雌 83.1 F(3.8) 

[met-14C] 

フルチアニル 

10 糞 
雄 55.9 F(1.8)、G(1.4) 

雌 53.7 F(2.5)、G(1.3) 

1,000 糞 
雄 86.5 F(2.2) 

雌 88.9 F(2.8) 

－：検出されず 

 

（４）排泄 

① 尿及び糞中排泄 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）に[tri-
14

C]フルチアニル若しくは[met-
14

C]フルチアニ

ルを低用量若しくは高用量で単回経口投与し、又は Wistar ラット（一群雌雄各 4 匹）に

非標識のフルチアニルを低用量で 14 日間反復経口投与した後、[tri-
14

C]フルチアニル又は 

[met-
14

C]フルチアニルを低用量で単回経口投与して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 

単回経口投与後 120 時間の尿及び糞排泄率は表 2.3-5 に、反復経口投与後 120 時間の尿

及び糞排泄率は表 2.3-6 に示されている。 

主要排泄経路は糞中であった。放射性物質の排泄は速く、投与量の大部分が投与後 24

時間で排泄された。カーカスと組織を合わせた放射性物質回収率は 2 %TAR 未満であり、

投与後 120 時間で排泄はほぼ完了していた。また、予備試験において呼気中への有意な

排泄は認められなかった。 
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表 2.3-5：単回経口投与後 120 時間の尿及び糞中排泄率（%TAR） 

標識体 [tri-14C]フルチアニル [met-14C]フルチアニル 

投与量 

(mg/kg 体重) 
10 1,000 10 1,000 

性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 

尿 4.2 8.0 0.9 1.0 16.2 19.2 1.0 0.8 

糞 86.3 81.2 90.2 91.1 74.1 70.9 91.1 94.4 

ケージ洗浄液 3.4 1.8 0.4 0.8 3.4 3.3 1.0 0.3 

ケージ残渣 a 0.1 a a 0.2 0.02 a 0.01 

カーカス 0.1 a a a a 0.1 a a 

組織 0.3 1.5 1.1 0.5 1.3 0.7 0.4 0.1 

a：定量限界未満 

 

表 2.3-6：反復経口投与後 120 時間の尿及び糞中排泄率（%TAR） 

標識体 [tri-14C]フルチアニル [met-14C]フルチアニル 

投与量 

(mg/kg 体重) 
10 10 

性別 雄 雌 雄 雌 

尿 7.4 10.5 7.4 10.5 

糞 90.3 85.9 90.1 89.0 

ケージ洗浄液 0.7 1.6 0.5 0.7 

ケージ残渣 a 0.1 a 0.01 

カーカス 0.2 0.2 0.03 0.1 

組織 0.1 0.1 0.1 0.1 

a：定量限界未満 

 

② 胆汁中排泄 

胆管カニューレを挿入した Wistar ラット（一群雌雄 6 匹）に、[tri-
14

C]フルチアニル又

は[met-
14

C]フルチアニルを低用量で単回経口投与して、胆汁中排泄試験が実施された。 

投与後 48 時間の胆汁、尿及び糞中排泄率は表 2.3-7 に示されている。 

胆汁中への排泄は 6.5～10.8 %TAR であり、主要排泄経路は糞中であった。 
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表 2.3-7：投与後 48 時間の胆汁、尿及び糞中排泄率（%TAR） 

標識体 [tri-14C]フルチアニル [met-14C]フルチアニル 

性別 雄 雌 雄 雌 

胆汁 10.8 7.8 6.5 7.9 

尿 4.1 2.8 4.8 6.8 

糞 74.7 82.8 86.6 79.4 

ケージ洗浄液 0.8 1.9 1.1 2.6 

ケージ残渣 0.1 0.4 0.03 0.1 

カーカス 2.5 0.6 0.3 0.8 

                

2.3.1.2 急性毒性  

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した急性経口毒性試験、急性経皮毒性試験、急性

吸入毒性試験、眼刺激性試験、皮膚刺激性試験及び皮膚感作性試験の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL： 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）及び（２）

に転記する。 

 

（１）急性毒性試験 

フルチアニル原体のラットを用いた急性毒性試験が実施された。結果は表 2.3-8 に示され

ている。 

 

表 2.3-8：急性毒性試験概要 

投与経路 動物種 
LD50（mg/kg 体重） 

観察された症状 
雄 雌 

経口 
Wistar ラット 

雌 3 匹 
 ＞2,000 症状及び死亡例なし 

経皮 
Wistar ラット 

雌雄各 5 匹 
＞2,000 ＞2,000 症状及び死亡例なし 

吸入 
Wistar ラット 

雌雄各 5 匹 

LC50（mg/L） 頭部汚れ、被毛湿潤、鼻部及び背部汚

れ、粗毛、異常発声 

死亡例なし 
＞5.17 ＞5.17 

 

（２）眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験 

日本白色種ウサギを用いた眼刺激性試験及び皮膚刺激性試験が実施された。その結果、

眼に対してごく軽度の刺激性が認められたが、皮膚刺激性は認められなかった。 

Hartley モルモットを用いた皮膚感作性試験（Maximization 法）が実施され、結果は陰性

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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であった。 

 

2.3.1.3 短期毒性 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した 90 日間反復経口投与毒性試験（ラット、マウ

ス及びイヌ）及び 28 日間反復経皮投与毒性試験（ラット）の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL： 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）から（４）

に転記する。 

 

（１）90 日間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、20、200、2,000 及び 20,000 ppm：

平均検体摂取量は表 2.3-9 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 

 

表 2.3-9：90 日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 20 ppm 200 ppm 2,000 ppm 20,000 ppm 

平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 

雄 1.22 12.5 122 1,270 

雌 1.46 14.3 149 1,500 

 

病理組織学的検査において、対照群を含む全試験群の雄の腎臓に近位尿細管上皮細胞硝

子滴沈着がみられた。投与群におけるこの病変の発生頻度に有意差は認められなかったが、

病変の程度による解析では、中等度の沈着が 20,000 ppm 投与群で有意に増加し、2,000 ppm

投与群では増加傾向がみられた。免疫染色の結果、この病変はα2u-グロブリン沈着に起因

することが確認された。α2u -グロブリンはヒトでは産生されないため、α2u -グロブリン腎

症はヒトには関連のない雄ラットに特有の病変であると考えられている。 

本試験において、20,000 ppm 投与群の雄で肝比重量*増加及び小葉中心性肝細胞肥大が認

められ、雌ではいずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性量は

雄で 2,000 ppm（122 mg/kg 体重/日）、雌で本試験の最高用量 20,000 ppm（1,500 mg/kg 体重

/日）であると考えられた。 

 

*：体重比重量のことを比重量という（以下同じ）。 

 

（２）90 日間亜急性毒性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）を用いた混餌（原体：0、1,000、3,000 及び 10,000 ppm：

平均検体摂取量は表 2.3-10 参照）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 

  

 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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表 2.3-10：90 日間亜急性毒性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 1,000 ppm 3,000 ppm 10,000 ppm 

平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 

雄 138 409 1,390 

雌 159 481 1,560 

 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は雌雄で本試験の最高用量 10,000 ppm（雄：1,390 mg/kg 体重/日、雌：1,560 mg/kg 体重

/日）であると考えられた。 

 

（３）90 日間亜急性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いたカプセル経口（原体：0、30、300 及び 1,000 mg/kg 

体重/日）投与による 90 日間亜急性毒性試験が実施された。 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は雌雄で本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/日であると考えられた。 

 

（４）28 日間亜急性経皮毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 10 匹）を用いた経皮（0、100、500 及び 1,000 mg/kg 体重/日、

6 時間/日）投与による 28 日間亜急性経皮毒性試験が実施された。対照群及び 1,000 mg/kg 体

重/日投与群の動物については、28 日間の投与終了後に 14 日間の回復期間が設けられた。 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は雌雄で本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/日であると考えられた。 

 

2.3.1.4 遺伝毒性 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した復帰突然変異試験、マウスリンフォーマ TK

試験、染色体異常試験及び小核試験の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL： 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）に転記する。 

 

（１）遺伝毒性試験 

フルチアニル（原体）の細菌を用いた復帰突然変異試験、マウスリンフォーマ TK 試験、

ヒト末梢血リンパ球を用いた染色体異常試験及びマウスを用いた小核試験が実施された。 

結果は表 2.3-11 に示されているとおり、すべて陰性であった。フルチアニルに遺伝毒性

はないものと考えられた。 

 

 

 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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 表 2.3-11：遺伝毒性試験結果概要（原体） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 

復帰突然変異試験 

Salmonella typhimurium 

（TA98､TA100､TA1535､TA1537 株） 

Escherichia coli 

（WP2uvrA株） 

①5~5,000 mg/ﾌﾟﾚｰﾄ（+/-S9） 

②20.5~5,000 m g/ﾌﾟﾚｰﾄ（-S9） 

[TA100、TA1535、WP2uvrA] 

10.2~2,500 m g/ﾌﾟﾚｰﾄ（+S9） 

[TA98、TA1537] 

4.1~1,000 m g/ﾌﾟﾚｰﾄ（+S9） 

陰性 

マウスリンフォーマ

TK 試験 

マウスリンパ腫細胞 

（L5178Y TK+/-） 

 

①10~80 m g/mL（+/-S9） 

②10~150 m g/mL（-S9） 

10~60 m g/mL（+S9） 

陰性 

 

染色体異常試験 ヒト末梢血リンパ球 

①96.6~236 m g/mL（-S9） 

189~295 m g/mL（+S9） 

②114~365 m g/mL（-S9） 

174~450 m g/mL（+S9） 

陰性 

in vivo 小核試験 
ICR マウス（骨髄細胞） 

（一群雄 5 匹） 

0､500､1,000､2,000 mg/kg 体重 

（単回強制経口投与） 
陰性 

+/- S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 

2.3.1.5 長期毒性及び発がん性 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した 1 年間反復経口投与毒性試験（イヌ）、2 年間

反復経口投与毒性/発がん性併合試験（ラット）及び発がん性試験（マウス）の報告書を受領

した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）から（３）

に転記する。 

 

（１）1 年間慢性毒性試験（イヌ） 

ビーグル犬（一群雌雄各 4 匹）を用いたカプセル経口（原体：0、30、300 及び 1,000 mg/kg 

体重/日）投与による 1 年間慢性毒性試験が実施された。 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は雌雄で本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/日であると考えられた。 

 

（２）2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット） 

Wistar ラット［主群：一群雌雄各 51 匹、中間と殺群：一群雌雄各 12 匹（最高用量群は

雌雄各 21 匹）］を用いた混餌（原体：雄では 0、60、600、2,000 及び 6,000 ppm、雌では 0、

60、2,000、6,000 及び 20,000 ppm：平均検体摂取量は表 2.3-12 参照）投与による 2 年間慢

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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性毒性/発がん性併合試験が実施された。 

表 2.3-12：2 年間慢性毒性/発がん性併合試験（ラット）の平均検体摂取量 

 

病理組織学的検査において、対照群を含む全試験群の雄の腎臓に近位尿細管上皮細胞硝

子滴沈着がみられた。その発生頻度には、中間と殺時の 2,000 ppm 以上投与群の雄で有意

な増加がみられたが、最終と殺時では有意差は認められなかった。免疫染色の結果、この

病変はα2u-グロブリン沈着に起因することが確認された。α2u -グロブリンはヒトでは産生

されないため、α2u -グロブリン腎症はヒトには関連のない雄ラットに特有の病変であると

考えられている。6,000 ppm 投与群の雄では精巣の間質浮腫の有意な減少がみられたが、発

生頻度の減少に毒性学的意義はないものと考えられた。 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は本試験の最高用量、雄で 6,000 ppm（249 mg/kg 体重/日）、雌で 20,000ppm（1,130 mg/kg 

体重/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。 

 

（３）18 か月間発がん性試験（マウス） 

ICR マウス（一群雌雄各 52 匹）を用いた混餌（原体：0、1,000、3,000 及び 10,000 ppm：

平均検体摂取量は表 2.3-13 参照）投与による 18 か月間発がん性試験が実施された。 

 

表 2.3-13：18 か月間発がん性試験（マウス）の平均検体摂取量 

投与群 1,000 ppm 3,000 ppm 10,000 ppm 

平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 

雄 106 321 1,080 

雌 105 316 1,060 

 

本試験において、いずれの投与群においても毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は雌雄で本試験の最高用量 10,000 ppm（雄：1,080 mg/kg 体重/日、雌：1,060 mg/kg 体重

/日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。 

 

2.3.1.6 生殖毒性 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した繁殖毒性試験（ラット）及び催奇形性試験（ラ

ット及びウサギ）の報告書を受領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）から（３）

に転記する。 

 

投与群 60 pm 600ppm 2,000ppm 6,000ppm 20,000ppm 

平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 

雄 2.45 25.2 81.9 249  

雌 3.15  111 334 1,130 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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（１）2 世代繁殖試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 24 匹）を用いた混餌（原体：0、200、2,000 及び 20,000 ppm：

平均検体摂取量は表 2.3-14 参照）投与による 2 世代繁殖試験が実施された。 

 

表 2.3-14：2 世代繁殖試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 200 ppm 2,000 ppm 20,000 ppm 

平均検体摂取量 

(mg/kg 体重/日) 

P 世代 
雄 13.9 142 1,470 

雌 16.6 171 1,750 

F1 世代 
雄 15.2 155 1,580 

雌 17.1 176 1,770 

 

各投与群で認められた毒性所見は表 2.3-15 に示されている。 

P 及び F1 世代の雌雄の親動物において、2,000 ppm 以上投与群で摂餌量の有意な高値が

散発的に、又は試験期間を通してみられたが、摂餌量の高値には毒性学的意義はないもの

と判断された。 

20,000 ppm 投与群の F2 世代の産児数に統計学的に有意な低値が認められたが、着床数と

産児数の差は対照群と同等であったことから胚・胎児死亡は誘発されなかったと考えられ

ること、及び同群の平均着床数（11.0）は背景データの範囲内（11.0～13.8）であったこと

から、この低値は偶発的な変化と考えられた。 

病理組織学的検査において、対照群を含む全試験群の雄の腎臓に近位尿細管上皮細胞硝

子滴沈着がみられ、2,000 ppm 以上投与群の P 雄では、その発生頻度に有意な増加が認めら

れた。F1 雄では有意差はみられなかったが、程度による評価では、中等度の沈着が 2,000 ppm

以上投与群の P 雄及び 20,000 ppm 投与群の F1 雄で有意に増加した。近位尿細管上皮細胞硝

子滴沈着は、α2u-グロブリン沈着に起因することが、ラットにおける 90 日間亜急性毒性試

験［3(1)］及び 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験［5(2)］において確認されている。α2u -

グロブリンはヒトでは産生されないため、α2u -グロブリン腎症はヒトには関連のない雄ラ

ットに特有の病変であると考えられている。 

本試験において、親動物では 20,000 ppm 投与群の P 及び F1 雌雄で肝絶対及び比重量増加

等が認められ、児動物ではいずれの投与群でも毒性所見は認められなかったので、無毒性

量は、親動物の雌雄で 2,000 ppm（P 雄：142 mg/kg 体重/日、P 雌：171 mg/kg 体重/日、F1

雄：155 mg/kg 体重/日、F1 雌：176 mg/kg 体重/日）、児動物で本試験の最高用量 20,000 ppm

（P 雄：1,470 mg/kg 体重/日、P 雌：1,750 mg/kg 体重/日、F1 雄：1,580 mg/kg 体重/日、F1

雌：1,770 mg/kg 体重/日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。 
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表 2.3-15：2 世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見 

投与群 親：P、児：F1 親：F1、児：F2 

雄 雌 雄 雌 

親

動

物 

20,000 

ppm 

・肝絶対及び比重量

増加 

・副腎絶対及び比重

量増加 

・小葉中心性肝細胞

肥大 

 

・肝絶対及び比重量

増加 

 

・肝絶対及び比重量

増加 

 

・肝絶対及び比重量 

増加 

・甲状腺絶対及び比

重量増加 

 

2,000 

ppm 以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

児

動

物 

20,000 

ppm 以下 

毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 毒性所見なし 

 

（２）発生毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌 25 匹）の妊娠 6～19 日に強制経口（原体：0、100、333 及び 1,000 

mg/kg 体重/日、溶媒：0.5 %CMC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実施された。 

本試験において、いずれの投与群の母動物及び胎児にも検体投与に関連した毒性所見は

認められなかったので、無毒性量は母動物及び胎児で本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/

日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。 

 

（３）発生毒性試験（ウサギ） 

NZW ウサギ（一群雌 25 匹）の妊娠 6～28 日に強制経口（原体：0、100、300 及び 1,000 

mg/kg 体重/日、溶媒：0.5 %CMC 水溶液）投与して、発生毒性試験が実施された。 

1,000 mg/kg 体重/日投与群において、統計学的有意差はないものの、腹当たりの後期胚

吸収率の増加がみられたが、これは吸収胚のみを有していた 1 例の母動物に起因したもの

であった。同群では内臓異常として 1 腹の胎児 3 例に水頭症が観察された。この異常の 1

腹当たりの比率平均値は 1.5 %であり、その発生頻度に有意差はみられなかったが、背景デ

ータの上限（0.7 %）を超えていた。しかし、背景データにおいて 1 腹に 2 例又は 3 例の水

頭症胎児がみられた事例（1 腹当たりの比率平均値は 1.4 %）があること、及び人工授精又

は交尾ウサギにおいて 1 腹に 2 例の水頭症胎児がみられた事例もあることから、1,000 mg/kg 

体重/日投与群における水頭症は検体投与に起因したものではないと考えられた。そのほか、

胎児における外表、内臓及び骨格異常の発生頻度は、すべての投与群で対照群と同等であ

った。 

本試験において、いずれの投与群の母動物及び胎児にも検体投与に関連した毒性所見は
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認められなかったので、無毒性量は母動物及び胎児で本試験の最高用量 1,000 mg/kg 体重/

日であると考えられた。催奇形性は認められなかった。 

 

2.3.1.7  生体機能への影響 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した生体機能への影響に関する試験の報告書を受

領した。 

 

食品安全委員会による評価（URL： 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）に転記する。 

 

（１）一般薬理試験 

フルチアニルのラット及びイヌを用いた一般薬理試験が実施された。 

結果は表 2.3-16 に示されている。 

 

表 2.3-16：一般薬理試験概要 

試験の種類 動物種 動物数／群 

投与量 

(mg/kg 体重) 

(投与経路) 

最大無作用量 

(mg/kg 体重) 

最小作用量 

(mg/kg 体重) 
結果の概要 

中

枢

神

経

系 

一般状態 

（Irwin 法） 
Wistar ラット 

雄 5 

雌 5 

0､2,000 

（経口）a 
2,000 － 影響なし 

呼

吸

・ 

循

環 

器 

系 

呼吸数、血圧、

心拍数、心電図 

（無麻酔） 

ビーグル犬 雄 3 
0､2,000 

（経口）b 
2,000 － 影響なし 

a：溶媒として 0.5 %CMC-Na 水溶液使用。 b：ゼラチンカプセル使用。 

－：最小作用量は設定されない。 

 

2.3.1.8 代謝物の毒性  

フルチアニルの代謝物 L を用いて申請者が実施した急性毒性試験、復帰突然変異試験、マ

ウスリンフォーマ TK 試験及び小核試験の報告書を受領した。また、代謝物 U を用いて申請

者が実施した急性毒性試験、28 日間反復経口投与毒性試験（ラット）の報告書を受領した。 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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食品安全委員会による評価（URL： 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下（１）から（３）

に転記する。 

 

（１）急性毒性試験 

代謝物 L 及び U（L のナトリウム塩）のラットを用いた急性経口毒性試験が実施された。

結果は表 2.3-17 に示されている。 

 

表 2.3-17：急性経口毒性試験概要（代謝物） 

被験物質 動物種 
LD50（mg/kg 体重） 

観察された症状 
雄 雌 

L 
Wistar ラット  

雌 5 匹 
 300～2,000 

2,000 mg/kg 体重で呼吸数減少、流涙、歩

行異常、立毛、肛門周囲の汚れ、自発運

動の低下、閉眼、横臥 

300 mg/kg 体重で中毒症状なし 

2,000 mg/kg 体重で死亡例 

U 
Wistar ラット  

雌 3 匹  
 >2,000 症状及び死亡例なし 

  

（２）代謝物 U の 28 日間亜急性毒性試験（ラット） 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）を用いた混餌（原体：0、0.5、1.6 及び 5 %：平均検体

摂取量は表 2.3-18 参照）投与による 28 日間亜急性毒性試験が実施された。 

 

表 2.3-18：代謝物 U の 28 日間亜急性毒性試験（ラット）の平均検体摂取量 

投与群 0.5 % 1.6 % 5 % 

平均検体摂取量 

（mg/kg 体重/日） 

雄 400 1,380 4,740 

雌 430 1,400 4,860 

 

5 %投与群の雄において、投与 0～7 日及び 7～14 日における体重増加量にそれぞれ有意

な減少及び増加が認められた。また、投与開始後 3 日間の摂餌量に軽微な減少傾向がみら

れ、その後は明らかな増加傾向がみられた。同群の雌の摂餌量においても雄と同様の変動

が認められた。雌雄ともに食餌効率の減少傾向が認められた。 

本試験において、5 %投与群の雌雄で食餌効率の減少傾向が認められたので、無毒性量は

雌雄で 1.6 %（雄：1,380 mg/kg 体重/日、雌：1,400 mg/kg 体重/日）であると考えられた。 

 

（３）遺伝毒性試験 

フルチアニルの代謝物 L の細菌を用いた復帰突然変異試験、マウスリンフォーマ TK 試

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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験及びマウスを用いた小核試験が実施された。 

結果は表 2.3-19 に示されているとおり、すべて陰性であった。代謝物 L に遺伝毒性はな

いものと考えられた。  

 

表 2.3-19：遺伝毒性試験結果概要（代謝物 L） 

試験 対象 処理濃度・投与量 結果 

in vitro 

復帰突然変異試験 

S. typhimurium 

（TA98､TA100､TA1535､TA1537 株） 

E. coli （WP2uvrA株） 

313～5,000 mg/ﾌﾟﾚｰﾄ (+/- S9) 陰性 

マウスリンフォーマ

TK 試験 
マウスリンパ腫細胞（L5178Y） 

21.9~2,800 mg /mL（+/-S9） 

（3 時間処理） 

21.9~2,800 mg /mL（-S9） 

（24 時間処理） 

陰性 

in vivo 小核試験 
ICR マウス（骨髄細胞） 

（一群雄 5 匹） 

0、75、150、300 mg/kg 体重 

（単回腹腔内投与） 
陰性 

+/- S9：代謝活性化系存在下及び非存在下 

 

2.3.1.9 製剤の毒性 

フルチアニル 5.0 %乳剤を用いて申請者が実施した急性毒性試験、眼刺激性、皮膚刺激性及

び皮膚感作性試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.3-20 に示す。 

 

表 2.3-20：フルチアニル 5.0 %乳剤の急性毒性試験の結果概要 

試験 動物種 結果概要 

急性経口 SD ラット 

LD50 雌：>2,000 mg/kg 

投与 30 分～3 日後に呼吸数減少、流涎、立毛、鼻汁、軟便

および下腹部の汚れが認められた 

急性経皮 SD ラット 
LD50 雄：>2,000 mg/kg 雌：>2,000 mg/kg 

中毒症状なし 

急性吸入 Wistar ラット 

LC50 雄：>5.84 mg/L 雌：>5.84 mg/L 

投与約 1 時間～8 日後に嗜眠、緩徐呼吸、被毛の湿潤、円

背姿勢、粗毛、立毛、筋緊張低下、眼瞼閉鎖、鼻部の汚れ、

異常発声および削痩が認められた 

皮膚刺激性 
ニュージーランド 

白色種ウサギ 

刺激性あり 

（紅斑が全例に認められたが、9 日後までに消失した。） 
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試験 動物種 結果概要 

眼刺激性 
ニュージーランド 

白色種ウサギ 

刺激性あり 

（結膜の浮腫および発赤が全例に、角膜混濁および虹彩充

血が 3 例中 2 例に認められたが、9 日後までに消失し、症

状が回復） 

皮膚感作性（Buehler 法） Hartley 系モルモット 
感作性あり 

（16/20 例で陽性） 

 

2.3.2 ADI 

食品安全委員会による評価結果（URL： 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）を以下に転記する。（本項

末まで） 

 

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表 2.3-21 に示されている。 

 

表 2.3-21：各試験における無毒性量及び最小毒性量 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 

(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 

(mg/kg 体重/日) 
備考 1) 

ラット 

90 日間 

亜急性毒性

試験 

0、20、200、2,000、20,000 ppm 
雄：122 

雌：1,500 

雄：1,270 

雌：－ 

雄：肝比重量増加、小葉 

中心性肝細胞肥大 

雌：毒性所見なし 

雄：0、1.22、12.5、122、1,270 

雌：0、1.46、14.3、149、1,500 

2 年間 

慢 性 毒 性 /

発がん性 

併合試験 

雄：0、60、600、2,000、6,000 ppm 

雌：0、60、2,000、6,000、20,000 

ppm 
雄：249 

雌：1,130 

雄：－ 

雌：－ 

雌雄：毒性所見なし 

(発がん性は認められな

い) 雄：0、2.45、25.2、81.9、249 

雌：0、3.15、111、334、1,130 

2 世代繁殖 

試験 

0、200、2,000、20,000 ppm 親動物 

P 雄：142 

P 雌：171 

F1 雄：155 

F1 雌：176 

児動物 

P 雄：1,470 

P 雌：1,750 

F1 雄：1,580 

F1 雌：1,770 

親動物 

P 雄：1,470 

P 雌：1,750 

F1 雄：1,580 

F1 雌：1,770 

児動物 

P 雄：－ 

P 雌：－ 

F1 雄：－ 

F1 雌：－ 

親動物： 

雌雄：肝絶対及び比重量

増加等 

児動物 

雌雄：毒性所見なし 

(繁殖能に対する影響は

認められない) 

P 雄：0、13.9、142、1,470 

P 雌：0、16.6、171、1,750 

F1 雄：0、15.2、155、1,580 

F1 雌：0、17.1、176、1,770 

 

 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

無毒性量 

(mg/kg 体重/日) 

最小毒性量 

(mg/kg 体重/日) 
備考 1) 

ラット 
発生毒性 

試験 
0、100、333、1,000 

母動物：1,000 

胎児：1,000 

母動物：－ 

胎児：－ 

母動物：毒性所見なし 

胎児：毒性所見なし 

(催奇形性は認められな

い) 

マウス 

90 日間 

亜急性毒性 

試験 

0、1,000、3,000、10,000 ppm 
雄：1,390 

雌：1,560 

雄：－ 

雌：－ 
雌雄：毒性所見なし 雄：0、138、409、1,390 

雌：0、159、481、1,560 

18 か月間 

発がん性 

試験 

0、1,000、3,000、10,000 ppm 
雄：1,080 

雌：1,060 

雄：－ 

雌：－ 

雌雄：毒性所見なし 

 (発がん性は認められ

ない) 

雄：0、106、321、1,080 

雌：0、105、316、1,060 

ウサギ 
発生毒性 

試験 
0、100、300、1,000 

母動物：1,000 

胎児：1,000 

母動物：－ 

胎児：－ 

母動物：毒性所見なし 

胎児：毒性所見なし 

 (催奇形性は認められ

ない) 

イヌ 

90 日間 

亜急性毒性 

試験 

0、30、300、1,000  
雄：1,000 

雌：1,000 

雄：－ 

雌：－ 
雌雄：毒性所見なし 

1 年間 

慢性毒性 

試験 

0、30、300、1,000  
雄：1,000 

雌：1,000 

雄：－ 

雌：－ 
雌雄：毒性所見なし 

－：無毒性量又は最小毒性量は設定できなかった。 1) 備考には最小毒性量で認められた毒性所見の概要を示した。 

 

各試験で得られた無毒性量のうち最小値はラットを用いた 90 日間亜急性毒性試験及び 2 世

代繁殖試験の 2,000 ppm（検体摂取量はそれぞれ 122 mg/kg 体重/日及び 142 mg/kg 体重/日）

であり、2 世代繁殖試験で認められた毒性所見は 90 日間亜急性毒性試験で認められたものと

同様であった。一方、より長期の 2 年間慢性毒性/発がん性併合試験の無毒性量は 6,000 ppm

（249 mg/kg 体重/日）であった。この無毒性量の差は用量設定の違いによるものであると考

えられることに加え、2 年間慢性毒性/発がん性併合試験の方が 90 日間亜急性毒性試験等より

長期の試験であることを考慮し、ラットにおける無毒性量は 249 mg/kg 体重/日とするのが妥

当であると考えられた。したがって食品安全委員会は、ラットにおける 2 年間慢性毒性/発が

ん性併合試験の無毒性量 249 mg/kg 体重/日を根拠として、安全係数 100 で除した 2.4 mg/kg 体

重/日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。 

 

ADI    2.4mg/kg 体重/日 

 （ADI 設定根拠資料）  慢性毒性/発がん性併合試験 

    （動物種）  ラット 
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    （期間）  2 年間 

 （投与方法）  混餌投与    

 （無毒性量）    249 mg/kg 体重/日 

     （安全係数）   100 

 

2.3.3 水質汚濁に係る登録保留基準 

2.3.3.1 登録保留基準値 

 中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による評価結果（URL：

http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/h40_flutianil.pdf）を以下に転記する。（本

項末まで） 

 

表 2.3-30：水質汚濁に係る登録保留基準値 

公共用水域の水中における予測濃度に対する基準値 6.3 mg/L 

以下の算出式により登録保留基準値を算出した。１） 

2.4 （mg/kg 体重/日） × 53.3 （kg） × 0.1  ／  2 （L/人/日） ＝ 6.39….（mg/L） 

ADI            平均体重   10 %配分  飲料水摂取量 

１）登録保留基準値は有効数字 2 桁（ADI の有効数字桁数）とし、3 桁目を切り捨てて算出した。 

 

2.3.3.2 水質汚濁予測濃度と登録保留基準値の比較 

水田使用について申請されている使用方法に基づき算定した水質汚濁予測濃度（水濁

PECtier1）は、1.0×10
-6

 mg/L（2.5.3.4 項参照）であり、登録保留基準値 6.3 mg/L を下回ってい

る。 

 

2.3.4 使用時安全性 

5.0 %乳剤を用いた急性経口毒性試験（ラット）における LD50 は、> 2,000 mg/kg であるこ

とから、急性経口毒性に係る注意事項の記載は必要ないと判断した。 

5.0 %乳剤を用いた急性経皮毒性試験（ラット）における LD50 は、> 2,000 mg/kg であり、

供試動物に中毒症状が認められなかったことから、急性経皮毒性に係る注意事項の記載は必

要ないと判断した。 

5.0 %乳剤を用いた急性吸入毒性試験（ラット）における LC50 は、> 5.84 mg/L であり、急

性吸入毒性に係る注意事項の記載は必要ないと判断した。 

急性毒性試験の結果から、毒物あるいは劇物には該当しないことから、取扱い・保管に関

する注意事項の記載は必要ないと判断した。 

5.0 %乳剤を用いた眼刺激性試験（ウサギ）の結果は、刺激性ありであることから、眼に入

らないよう注意、眼に入った場合の処置（水洗、眼科医の手当）、保護眼鏡の着用、使用後の

洗眼についての注意事項の記載が必要であると判断した。 

5.0 %乳剤を用いた皮膚刺激性試験（ウサギ）の結果は、刺激性ありであることから、散布

の際の手袋、長ズボン・長袖の作業衣の着用、皮膚に付着しないよう注意、皮膚に付着した

場合の処置（石けんでよく洗う）についての注意事項の記載が必要であると判断した。 

http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/rv/h40_flutianil.pdf
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原体を用いた皮膚感作性試験（モルモット）の結果は、陰性であった。 

5.0 %乳剤を用いた皮膚感作性試験（モルモット）の結果は、感作性ありであったことから、

散布の際のマスク、手袋、防除衣の着用、保護クリームの使用、作業後の処置（身体を洗う、

うがい、衣服の交換・洗濯）、かぶれやすい体質の人への注意喚起、夏期高温時の使用回避に

ついての注意事項の記載が必要であると判断した。 

反復投与毒性試験において、発がん性、繁殖毒性、催奇形性及び神経毒性が認められなか

ったことから、当該毒性試験に基づく注意事項は必要ないと判断した。 

 

以上の結果から、使用時安全に係る注意事項（農薬登録申請書第 9 項 人畜に有毒な農薬

については、その旨及び解毒方法）は、次のとおりと判断した。 

 

フルチアニル 5.0 %乳剤 

1) 本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意すること。 

眼に入った場合には直ちに水洗し、眼科医の手当を受けること。 

2) 本剤は皮膚に対して刺激性があるので皮膚に付着しないよう注意すること。 

付着した場合には直ちに石けんでよく洗い落とすこと。 

3) 散布液調製時及び散布の際は保護眼鏡、農薬用マスク、手袋、不浸透性防除衣など

を着用するとともに保護クリームを使用すること。 

作業後は直ちに身体を洗い流し、洗眼・うがいをするとともに衣服を交換すること。 

4) 作業時に着用していた衣服等は他のものとは分けて洗濯すること。 

5) かぶれやすい体質の人は作業に従事しないようにし、施用した作物等との接触を避

けること。 

6) 夏期高温時の使用を避けること。 

 

なお、これらの内容は、平成 23 年 12 月 22 日に開催された農薬使用時安全性検討会におい

ても了承された。（URL: http://www.acis.famic.go.jp/shinsei/gijigaiyou/shiyouji23_2.pdf） 

http://www.acis.famic.go.jp/shinsei/gijigaiyou/shiyouji23_2.pdf
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2.4 残留 

2.4.1 残留農薬基準値の対象となる化合物 

2.4.1.1 植物代謝 

本項には、残留の観点から実施した植物代謝の審査を記載した。 

フルチアニルのトリフルオロメチルフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したもの（以下

「[tri-
14

C]フルチアニル」という。）又はメトキシフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したも

の（以下「[met-
14

C]フルチアニル」という。）を用い、ぶどう、りんご、きゅうり及びレタス

について申請者が実施した植物代謝試験の報告書を受領した。 

放射性物質濃度及び代謝物濃度は、特に断りがない場合はフルチアニル換算で表示した。 

 

[tri-
14

C]フルチアニル [met-
14

C]フルチアニル 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

*：14C 標識部位 

 

ぶどう 

ぶどう（品種：Thompson seedless）における植物代謝試験を屋外で実施した。供試作物

を植壌土で栽培し、毎週果樹への灌水を行った。各標識体をフロアブル剤に調製し、40 g ai 

/ha の処理量で、果実肥大期から着色期にかけて 2 週間間隔で、4 回の散布処理を行った。

最終散布後 1 日（未熟期）、21 日（成熟早期）及び 45 日（成熟後期）に果実及び葉を採取

した。 

採取した果実及び葉をアセトニトリルで表面洗浄し、洗浄液中の放射能を LSC で測定し

た。洗浄液は濃縮後、放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。洗浄後の試料はド

ライアイス中で均質化後、メタノール、メタノール/水（1/1（v/v））混合液、水、0.1 M 塩

酸（HCl）、0.1 M 水酸化ナトリウム（NaOH）及びアセトンで順に抽出し、各抽出画分中の

放射能を LSC で測定した。抽出残渣をオキシダイザーで燃焼後、放射能を LSC で測定した。

果実のメタノール抽出画分は濃縮し、水に溶解後、酢酸エチルを加え、水相と酢酸エチル

相に分画した。酢酸エチル相を濃縮し、メタノールに溶解、濃縮後、放射能を LSC で測定

し、放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。水画分は固相抽出（SPE）カートリ

ッジに通し、その後、カートリッジ中の放射性物質をメタノール及びアセトニトリル/水/

塩酸（50/50/1（v/v/v））混合液で溶出し、溶出液を合わせて濃縮後、放射性物質を HPLC 及

び TLC で定量、同定した。葉のメタノール抽出画分は濃縮し、メタノールに再溶解、遠心

分離後、上清中の放射能を LSC で測定し、放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定し
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た。 

果実における放射性物質濃度の分布を表 2.4-1 に示す。果実における総残留放射性物質濃

度（TRR）は、処理 1 日後に 0.30～0.36 mg/kg を示し、処理 45 日後に 0.17～0.23 mg/kg 減

少した。放射性物質は、表面洗浄液中に 87～94 %TRR 存在し、洗浄後の果実から 5.1～

11 %TRR 抽出された。 

 

表 2.4-1：ぶどうの果実における放射性物質濃度の分布 

 [tri-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 94.0 0.334 92.0 0.204 86.8 0.198 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 5.1 0.018 7.6 0.017 11.3 0.026 

   酢酸エチル相 4.0 0.014 5.2 0.012 7.0 0.016 

   水相 1.1 0.004 2.4 0.005 4.3 0.010 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

HCl 抽出画分 NA NA ND ND NA NA 

NaOH 抽出画分 NA NA ND ND NA NA 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 ND ND ND ND ND ND 

抽出残渣 1.0 0.003 0.3 0.001 1.9 0.004 

TRR 100 0.355 100 0.222 100 0.228 

 [met -14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 93.1 0.281 94.4 0.141 87.4 0.148 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 5.3 0.016 5.3 0.008 9.1 0.016 

   酢酸エチル相 3.4 0.010 3.2 0.005 4.5 0.008 

   水相 1.9 0.006 2.1 0.003 4.6 0.008 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 0.3 0.001 ND ND 0.8 0.001 

水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

抽出画分 NA NA ND ND NA NA 

抽出画分 NA NA ND ND NA NA 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 ND ND ND ND ND ND 

抽出残渣 1.4 0.004 0.3 <0.001 2.6 0.004 

TRR 100 0.302 100 0.149 100 0.170 

NA：分析せず、ND：不検出 
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葉における放射性物質濃度の分布を表 2.4-2 に示す。葉における TRR の経時的変化は認

められず、2.7～5.4 mg/kg の範囲であった。放射性物質は表面洗浄液中に 83～92 %TRR が

存在し、洗浄後の葉から 6.2～14 %TRR が抽出された。 

 

表 2.4-2：ぶどうの葉における放射性物質濃度の分布 

 

[tri-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 92.1 2.480 85.5 4.622 88.2 3.415 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 5.6 0.152 11.1 0.602 8.8 0.339 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 0.6 0.017 1.1 0.061 0.7 0.027 

水抽出画分 0.1 0.003 0.2 0.013 0.1 0.005 

抽出画分 NA NA 0.1 0.004 NA NA 

抽出画分 NA NA 0.5 0.025 NA NA 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 0.2 0.006 0.2 0.010 0.3 0.013 

抽出残渣 1.3 0.035 1.3 0.072 1.9 0.072 

TRR 100 2.693 100 5.409 100 3.872 

 

[met-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 91.8 3.648 83.1 4.311 85.1 4.544 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 4.5 0.178 10.0 0.520 8.1 0.430 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 1.2 0.047 2.2 0.116 1.9 0.099 

水抽出画分 0.2 0.007 0.5 0.027 0.4 0.024 

HCl 抽出画分 NA NA 0.3 0.013 NA NA 

NaOH 抽出画分 NA NA 1.0 0.052 NA NA 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 0.2 0.006 0.2 0.013 0.3 0.017 

抽出残渣 2.2 0.087 2.6 0.133 4.2 0.223 

TRR 100 3.974 100 5.186 100 5.337 

NA：分析せず 、ND：不検出 

 

果実における代謝物の同定結果を表 2.4-3 に示す。表面洗浄液中にはフルチアニルのみが

検出され、処理 1 日後に 93 %TRR（0.28～0.33 mg/kg）、処理 45 日後に 86～87 %TRR（0.15

～0.20 mg/kg）検出された。メタノール抽出画分中には、フルチアニルが 2.0～4.6 %TRR 検

出された他、代謝物 C 及び代謝物 H が検出されたが、それらの生成量は最大で 0.2 %TRR

であった。また、[tri-
14

C]フルチアニルを処理した果実のメタノール抽出画分の水相（極性
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放射性物質）の TLC 分析において、代謝物 L が検出されたが、精製中の損失のため定量で

きなかった。総極性放射性物質の TRR は最大で 4.3 %であり、その一部である代謝物 L は

主要な代謝物でないと判断した。 

 

表 2.4-3：ぶどうの果実における代謝物の同定 

 

[tri-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 93.0 0.331 2.1 0.007 91.6 0.203 2.9 0.007 86.0 0.196 4.6 0.010 

代謝物C ND ND 0.1 <0.001 ND ND 0.2 <0.001 ND ND 0.2 <0.001 

代謝物H ND ND 0.2 0.001 ND ND 0.3 0.001 ND ND 0.2 0.001 

その他未同定放

射性物質 ND ND 0.5 0.002 ND ND 0.7 0.002 ND ND 1.1 0.003 

極性放射性物質 NA NA 1.1 0.004 NA NA 2.4 0.005 NA NA 4.3 0.010 

 

[met-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 92.7 0.280 2.0 0.006 93.6 0.140 2.6 0.004 86.7 0.147 2.3 0.004 

代謝物C ND ND 0.1 <0.001 ND ND 0.1 ND ND ND 0.2 <0.001 

代謝物H NA ND 0.2 0.001 NA ND 0.1 ND NA ND 0.2 0.001 

その他未同定放

射性物質 ND ND 0.3 0.001 ND ND 0.3 ND ND ND 1.0 0.002 

極性放射性物質 NA NA 1.9 0.006 NA NA 2.1 0.003 NA NA 4.6 0.008 

NA：分析せず 、ND：不検出 

 

葉における代謝物の同定結果を表 2.4-4 に示す。主要な残留放射性物質として、フルチア

ニルが 89～94 %TRR（2.5～4.9 mg/kg）検出され、表面洗浄液中に 82～92 %TRR が検出さ

れた。その他、代謝物 C、代謝物 H 及び代謝物 L が検出されたが、生成量は最大で 3.5 %TRR

であった。 
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表 2.4-4：ぶどうの葉における代謝物の同定 

 

[tri-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 91.3 2.459 1.7 0.046 84.5 4.567 6.3 0.343 84.5 3.270 4.1 0.156 

代謝物C ND ND <0.1 0.003 ND ND 0.2 0.009 ND ND ND ND 

代謝物H ND ND 0.3 0.005 ND ND 0.1 0.007 ND ND ND ND 

代謝物L ND ND 2.7 0.074 ND ND 3.5 0.190 ND ND 3.3 0.129 

その他未同定放

射性物質 ND ND 0.9 0.025 ND ND 0.9 0.048 3.2 0.125 1.4 0.052 

 

[met-14C]フルチアニル 

1日後 21日後 45日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 91.5 3.634 2.1 0.085 82.3 4.270 6.9 0.359 83.8 4.472 5.0 0.267 

代謝物C ND ND 0.2 0.007 ND ND 0.3 0.018 
ND ND 0.4 ND 

代謝物H ND ND 0.2 0.008 ND ND 0.3 0.015 

その他未同定放

射性物質 ND ND 2.0 0.077 ND ND 2.3 0.121 0.8 0.044 2.6 0.138 

ND：不検出 

 

りんご 

りんご（品種：Grany Smith）における植物代謝試験を屋外で実施した。供試作物を埴土

で栽培し、2 週間毎に果樹への灌水を行った。各標識体をフロアブル剤に調製し、75 g ai/ha

の処理量で、果実肥大終期から成熟初期にかけて、12 日間隔で 3 回散布した。処理後 1、

14、21 及び 35 日に果実を、14、30 及び 35 日に葉を採取した。 

採取した果実及び葉をアセトニトリルで表面洗浄し、洗浄液中の放射能を LSC で測定し

た。洗浄液は濃縮後、放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。洗浄後の試料はド

ライアイス中で均質化後、メタノール、メタノール/水（1/1（v/v））混合液、水、0.1 M HCl、

0.1 M NaOH 及びアセトンで順に抽出し、各抽出画分中の放射能を LSC で測定した。果実

のメタノール抽出画分は濃縮後、水で希釈し、C18SPE カートリッジに通し、その後、カー

トリッジ中の放射性物質をメタノールで溶出した。水流出液とメタノール溶出液は、それ

ぞれ濃縮し、各画分中の放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。果実のメタノー

ル/水抽出画分は濃縮し、放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。葉のメタノール

抽出画分は、メタノール/水抽出画分を合わせて濃縮し、放射性物質を HPLC 及び TLC で定

量、同定した。 

果実における残留放射性物質濃度の分布を表 2.4-5 に示す。果実における TRR は、処理
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1 日後に 0.15～0.19 mg/kg を示し、35 日後に 0.03～0.09 mg/kg に減少した。放射性物質は、

表面洗浄液中に 66～89 %TRR が存在した。洗浄後の果実からは、メタノールにより 7.5～

24 %TRR が抽出された。 

 

表 2.4-5：りんごの果実における放射性物質濃度の分布 

 

[tri-14C]フルチアニル 

1日後 14日後 21日後 35日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 79.6 0.150 85.7 0.066 84.3 0.039 70.6 0.019 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 15.8 0.030 9.2 0.007 13.3 0.006 23.7 0.007 

   ﾒﾀﾉｰﾙ画分 14.5 0.028 7.0 0.005 9.7 0.004 16.8 0.005 

   水画分 1.3 0.002 2.2 0.002 3.6 0.002 6.9 0.002 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 1.7 0.003 2.1 0.002 ND ND 2.4 0.001 

水抽出画分 0.4 0.001 0.4 <0.001 0.4 <0.001 0.9 <0.001 

HCl 抽出画分 ND ND 0.5 <0.001 0.5 <0.001 ND ND 

NaOH 抽出画分 0.5 0.001 0.3 <0.001 0.6 <0.001 ND ND 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 0.3 0.001 0.4 <0.001 ND ND ND ND 

抽出残渣 1.7 0.003 1.4 0.001 1.0 <0.001 2.4 0.001 

TRR 100 0.188 100 0.077 100 0.046 100 0.027 

 

[met-14C]フルチアニル 

1日後 14日後 21日後 35日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 89.4 0.135 84.1 0.066 66.0 0.049 73.7 0.069 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 7.5 0.011 11.0 0.009 24.0 0.018 19.7 0.018 

   ﾒﾀﾉｰﾙ画分 5.6 0.008 5.7 0.005 16.1 0.012 10.8 0.010 

   水画分 1.9 0.003 5.3 0.004 7.9 0.006 8.9 0.008 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 1.5 0.002 2.4 0.002 4.0 0.003 2.6 0.002 

水抽出画分 0.4 0.001 0.5 <0.001 0.8 0.001 0.8 0.001 

HCl 抽出画分 0.2 <0.001 0.4 <0.001 0.4 <0.001 0.3 <0.001 

NaOH 抽出画分 0.5 0.001 1.0 0.001 1.5 0.001 1.0 0.001 

ｱｾﾄﾝ洗浄液 ND ND ND ND 0.5 <0.001 0.2 <0.001 

抽出残渣 0.6 0.001 0.7 0.001 2.8 0.002 1.8 0.002 

TRR 100 0.151 100 0.078 100 0.075 100 0.093 

ND： 不検出 

 

葉における放射性物質濃度の分布を表 2.4-6 に示す。葉における TRR は、経時的変化は
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認められず、4.5～8.5 mg/kg の範囲であった。放射性物質は、表面洗浄液中に 71～87 %TRR

が存在した。洗浄後の葉からは、メタノールにより、9.1～20 %TRR が抽出された。 

 

表 2.4-6：りんごの葉における放射性物質濃度の分布 

 

[tri-14C]フルチアニル 

14日後 30日後 35日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 86.6 4.220 72.2 3.904 71.4 3.235 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 9.1 0.445 16.1 0.813 20.2 0.915 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 1.1 0.052 1.7 0.086 2.2 0.102 

水抽出画分 0.2 0.009 0.3 0.017 0.4 0.020 

HCl 抽出画分 0.1 0.004 0.1 0.007 0.2 0.009 

NaOH 抽出画分 0.8 0.037 1.1 0.056 1.3 0.057 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 0.4 0.018 0.6 0.029 0.5 0.025 

抽出残渣 1.8 0.087 2.8 0.142 3.7 0.168 

TRR 100 4.873 100 5.055 100 4.530 

 

[met-14C]フルチアニル 

14日後 30日後 35日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 85.1 7.229 73.7 6.049 70.6 4.747 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 9.1 0.771 15.2 1.247 17.6 1.186 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 2.2 0.191 4.2 0.348 4.4 0.295 

水抽出画分 0.4 0.031 0.7 0.058 0.7 0.049 

HCl 抽出画分 0.4 0.035 0.9 0.071 0.8 0.052 

NaOH 抽出画分 1.1 0.090 1.9 0.153 2.1 0.142 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 0.2 0.020 0.5 0.043 0.4 0.029 

抽出残渣 1.6 0.132 2.9 0.241 3.4 0.228 

TRR 100 8.499 100 8.209 100 6.726 

ND：不検出 

 

果実における代謝物の同定結果を表 2.4-7 に示す。主要な残留放射性物質として、フルチ

アニルが 69～87 %TRR（0.02～0.16 mg/kg）検出され、表面洗浄液中に 62～85 %TRR が検

出された。その他、代謝物 E、代謝物 L、代謝物 H 及び代謝物 C が検出されたが、生成量

は最大で 2.6 %TRR であった。また、[met-
14

C]フルチアニルを処理した果実のメタノール/

水抽出画分の酸加水分解物中には、フルチアニル及び代謝物 B／代謝物 I（TLC で未分離）

が検出（0.001 mg/kg 未満）された。 
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表 2.4-7：りんごの果実における代謝物の同定 

 

[tri-14C]-フルチアニル 

1日後 14日後 21日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR  mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 73.9 0.139 9.2 0.018 78.6 0.060 2.8 0.002 75.4 0.035 4.5 0.002 

代謝物C ND ND ND ND ND ND 0.2 <0.001 ND ND 0.3 <0.001 

代謝物E 0.8 0.002 0.5 0.001 1.6 0.001 0.4 <0.001 1.1 0.001 ND ND 

代謝物H ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.6 <0.001 

代謝物L ND ND 2.6 0.005 ND ND ND ND ND ND 0.6 <0.001 

その他未同定放

射性物質 4.7 0.009 0.7 0.001 3.1 0.002 0.7 0.001 3.7 0.002 0.9 <0.001 

 

35日後   

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分     

%TRR mg/kg %TRR mg/kg         

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 65.8 0.018 9.3 0.003         

代謝物C ND ND 0.5 <0.001         

代謝物E ND ND 0.7 <0.001         

代謝物H ND ND 0.5 <0.001         

代謝物L ND ND 0.9 <0.001         

その他未同定放

射性物質 2.3 <0.001 1.2 <0.001         

 

[met-14C]フルチアニル 

1日後 14日後 21日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 84.6 0.128 2.3 0.003 81.1 0.064 1.6 0.001 61.6 0.046 7.3 0.005 

代謝物C ND ND 0.2 <0.001 ND ND 0.2 <0.001 ND ND 0.4 <0.001 

代謝物E ND ND ND ND 0.9 0.001 ND ND 1.0 0.001 0.5 <0.001 

代謝物H ND ND 0.4 0.001 ND ND 0.2 <0.001 ND ND 0.4 <0.001 

その他未同定放

射性物質 4.1 0.006 1.2 0.002 2.0 0.002 1.1 0.001 3.0 0.002 1.5 0.002 
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35日後   

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分     

%TRR mg/kg %TRR mg/kg         

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 68.9 0.065 5.7 0.005         

代謝物C ND ND ND ND         

代謝物E 1.1 0.001 0.3 <0.001         

代謝物H ND ND 0.4 <0.001         

その他未同定放

射性物質 2.3 0.002 1.7 0.002         

ND：不検出 

 

  葉における代謝物の同定結果を表 2.4-8 に示す。主要な残留放射性物質として、フルチア

ニルが 50～74 %TRR（2.3～6.3 mg/kg）検出され、表面洗浄中に 47～72 %TRR が検出され

た。主要代謝物として、代謝物 L が 15 %TRR 検出された。その他代謝物 E、代謝物 H、代

謝物 C 及び代謝物 K が検出されたが、生成量は最大で、3.2 %TRR であった。また、微量

代謝物として、代謝物 B／代謝物 I（0.5 %TRR 以下）及び代謝物 D（0.2 %TRR 以下）が検

出された。 

 

表 2.4-8 りんごの葉における代謝物の同定 

 

[tri-14C]-フルチアニル 

14日後 30日後 35日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 61.5 2.996 2.0 0.098 49.9 2.521 3.2 0.161 47.0 2.128 3.2 0.145 

代謝物C 1.0 0.049 0.3 0.017 1.2 0.062 0.5 0.024 0.5 0.022 ND ND 

代謝物E 2.0 0.096 0.7 0.033 2.1 0.106 1.1 0.053 1.6 0.071 ND ND 

代謝物H 1.0 0.047 1.0 0.050 ND ND 0.9 0.045 1.0 0.047 ND ND 

代謝物K 1.2 0.058 0.1 0.005 1.0 0.050 0.4 0.018 1.0 0.047 ND ND 

代謝物L ND ND 2.3 0.110 ND ND 4.1 0.207 ND ND 14.7 0.667 

その他未同定放

射性物質 11.1 0.540 1.4 0.066 13.0 0.656 4.4 0.219 15.4 0.697 3.4 0.153 
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[met-14C]フルチアニル 

14日後 30日後 35日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 72.2 6.129 2.0 0.169 61.7 5.067 3.5 0.286 59.3 3.985 6.4 0.430 

代謝物C ND ND 0.3 0.027 ND ND 0.5 0.037 ND ND 0.6 0.040 

代謝物E 2.2 0.185 0.4 0.034 1.8 0.147 0.5 0.041 1.4 0.095 0.5 0.036 

代謝物H ND ND 0.4 0.034 0.8 0.067 0.7 0.058 1.0 0.064 0.9 0.060 

その他未同定放

射性物質 3.2 0.269 3.2 0.270 3.8 0.313 4.4 0.359 3.3 0.221 3.4 0.226 

NA：分析せず 、ND：不検出 

 

きゅうり 

きゅうり（品種：Telegraph Improved）における植物代謝試験を温室内で実施した。供

試作物を、市販の多目的配合土（壌質砂土）で栽培した。各標識体をフロアブル剤に調製

し、60 g ai/ha の処理量で、14 日間隔で 4 回の散布処理を行った。処理後 1、3 及び 15 日に

成熟期の果実を、3 及び 15 日に葉を採取した。 

採取した果実及び葉をアセトニトリルで表面洗浄し、洗浄液中の放射能を LSC で測定し

た。洗浄後の試料はドライアイス中で均質化後、メタノール、メタノール/水（1/1（v/v））

混合液、水、0.1 M HCl 及び 0.1 M NaOH で順に抽出し、各抽出画分中の放射能を LSC で測

定した。抽出残渣は燃焼後、放射能を LSC で測定した。洗浄液及びメタノール抽出画分中

の放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。 

 

表 2.4-9 きゅうり果実における放射性物質の残留量と分布割合 

 

[tri-14C]フルチアニル 

1日後 3日後 15日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 83.5 0.022 60.9 0.004 22.6 <0.001 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 16.1 0.004 37.5 0.002 73.6 0.001 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

HCl 抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

NaOH 抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

抽出残渣 0.3 <0.001 1.6 <0.001 3.8 <0.001 

TRR 100 0.026 100 0.006 100 0.001 
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[met-14C]フルチアニル 

1日後 3日後 15日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 81.5 0.022 68.4 0.006 34.8 0.001 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 17.2 0.002 28.2 0.002 58.8 0.002 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

水抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

HCl 抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

NaOH 抽出画分 ND ND ND ND ND ND 

抽出残渣 1.3 <0.001 3.3 <0.001 6.4 <0.001 

TRR 100 0.012 100 0.008 100 0.004 

ND：不検出 

 

果実における放射性物質濃度の分布を表 2.4-9 に示す。果実における TRR は処理 1 日後

に 0.012～0.026 mg/kg を示し、15 日後に 0.001～0.004 mg/kg に減少した。放射性物質の大

部分は、表面洗浄液中及びメタノール抽出画分中に回収された。表面洗浄液中の放射性物

質は、処理１日後の 82～84 %TRR から、15 日後の 23～35 %TRR に減少した。メタノール

抽出画分では、処理 1 日後の 16～17 %TRR から 15 日後の 59～74 %TRR に増加した。 

葉における放射性物質濃度の分布を表 2.4-10 に示す。葉における TRR は 1.1～3.2 mg/kg

の範囲であった。放射性物質は表面洗浄液中に 61～85 %TRR が存在し、メタノール中に

13～36 %TRR が抽出された。 

 

表 2.4-10 きゅうり葉における放射性物質の残留量と分布割合 

 

[tri-14C]フルチアニル 

3日後 15日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 85.2 2.758 64.6 0.861 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 13.4 0.433 33.1 0.441 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 0.7 0.023 1.1 0.015 

水抽出画分 0.2 0.006 0.1 0.002 

HCl 抽出画分 <0.1 0.001 <0.1 <0.001 

NaOH 抽出画分 <0.1 0.002 0.1 0.001 

抽出残渣 0.5 0.017 1.1 0.014 

TRR 100 3.238 100 1.333 

 

 



50 

フルチアニル － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

 

 

[met-14C]フルチアニル 

3日後 15日後 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 74.7 1.574 61.0 0.693 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 23.3 0.491 36.2 0.411 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 0.9 0.019 1.5 0.017 

水抽出画分 0.2 0.004 0.3 0.003 

HCl 抽出画分 <0.1 0.001 0.1 0.001 

NaOH 抽出画分 0.1 0.002 0.2 0.002 

抽出残渣 0.8 0.018 0.9 0.010 

TRR 100 2.108 100 1.136 

 

果実における代謝物の同定を表 2.4-11 に示す。主要な残留放射性物質は、フルチアニル

であり、処理後 1 日に 90～91 %TRR を示し、経時的に減少して、処理後 15 日に 34～47 %TRR

となった。[met-
14

C]フルチアニルを処理した果実では、代謝物 5(A)が処理後 15日に29 %TRR

検出されたが、0.001 mg/kg と低濃度であった。代謝物 5(A)について、酵素及び酸による加

水分解や LC-MS による解析を行ったが、構造決定には至らなかった。 

 

表 2.4-11 きゅうりの果実における代謝物の同定 

 

[tri-14C]フルチアニル 

1日後 3日後 15日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 78.0 0.021 12.1 0.003 58.5 0.004 36.8 0.002 21.7 <0.001 12.1 <0.001 

その他未同定放

射性物質 3.4 0.001 3.1 <0.001 1.9 <0.001 ND ND ND ND 58.3 <0.001 

 

[met-14C]フルチアニル 

1日後 3日後 15日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 78.6 0.010 12.7 0.001 66.1 0.006 8.3 0.001 34.7 0.001 12.4 <0.001 

代謝物5(A) ND ND 4.4 0.001 ND ND 8.9 0.001 ND ND 29.2 0.001 

その他未同定放

射性物質 1.9 <0.001 ND ND 1.9 <0.001 ND <0.001 ND ND ND ND 

ND：不検出 

 

葉における代謝物の同定を表 2.4-12 に示す。主要な残留放射性物質として、フルチアニ

ルが 93～95 %TRR（1.1～3.1 mg/kg）検出され、表面洗浄液中に 58～83 %TRR 検出された。
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その他代謝物 E 及び代謝物 H が検出されたが、生成量は最大で 0.2 %TRR であった。 

 

表 2.4-12 きゅうり葉でのフルチアニルと代謝物の残留放射能と濃度 

 

[tri-14C]フルチアニル 

3日後 15日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 83.1 2.689 11.6 0.373 61.5 0.819 31.3 0.417 

代謝物E ND ND ND ND 0.2 0.002 ND ND 

代謝物H ND ND ND ND 0.2 0.002 ND ND 

その他未同定

放射性物質 1.6 0.051 1.4 0.044 1.6 0.022 1.0 0.013 

 

[met-14C]フルチアニル 

3日後 15日後 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 72.3 1.522 21.4 0.452 58.3 0.663 34.5 0.392 

代謝物E ND ND ND ND 0.2 0.002 ND ND 

代謝物H ND ND ND ND 0.2 0.002 ND ND 

その他未同定

放射性物質 2.2 0.045 1.6 0.035 1.6 0.018 1.4 0.016 

ND：不検出 

 

レタス 

レタス（品種：Saladin）における植物代謝試験を温室内で実施した。供試作物は、市販

の多目的配合土（壌質砂土）で栽培した。各標識体をフロアブル剤に調製し、45 g ai/ha の

処理量で、7 日間隔で 5 回散布処理を行った。最終処理後 7 日に成熟期の地上部を採取し、

結球部と外葉に分割した。 

採取した結球部及び外葉をアセトニトリルで表面洗浄し、洗浄液中の放射能を LSC で測

定した。洗浄液は濃縮後、放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。洗浄後の試料

は、ドライアイス中で均質化後、メタノール、メタノール/水（1/1（v/v））混合液、水、0.1 

M HCl、0.1 M NaOH 及びアセトンで順に抽出し、各画分中の放射能を LSC で測定した。メ

タノール画分は、ヘキサンを加え分配し、各画分中の放射能を LSC で測定した。分配後の

メタノール画分中の放射性物質を HPLC 及び TLC で定量、同定した。 

結球部及び外葉における放射性物質濃度の分布を表 2.4-13 に示す。結球部及び外葉にお

ける TRR は、それぞれ 0.026～0.050 mg/kg 及び 1.9～2.1 mg/kg であり、放射性物質の大部

分が外葉に存在した。結球部、外葉とも放射性物質の 98 %TRR 以上が表面洗浄液及びメタ

ノール抽出画分中から回収された。 
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表 2.4-13 レタス結球部及び外葉における放射性物質の残留量と分布割合 

 

[tri-14C]フルチアニル 

結球部 外葉 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 73.4 0.019 78.6 1.523 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 26.3 0.007 20.6 0.400 

   ﾍｷｻﾝ抽出画分 1.2 <0.001 1.1 0.021 

   ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 25.1 0.007 19.5 0.379 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 ND ND 0.4 0.008 

水抽出画分 ND ND ND ND 

HCl 抽出画分 ND ND ND ND 

NaOH 抽出画分 ND ND 0.1 0.002 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 ND ND 0.1 0.002 

抽出残渣 0.3 <0.001 0.2 0.004 

TRR 100 0.026 100 1.937 

 

[met-14C]フルチアニル 

結球部 外葉 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg 

表面洗浄液 74.0 0.037 63.4 1.339 

ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 25.1 0.013 34.6 0.732 

   ﾍｷｻﾝ抽出画分 1.0 0.001 1.9 0.039 

   ﾒﾀﾉｰﾙ抽出画分 24.1 0.012 32.7 0.693 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水抽出画分 ND ND 0.7 0.015 

水抽出画分 ND ND 0.0 0.001 

HCl 抽出画分 ND ND 0.1 0.001 

NaOH 抽出画分 ND ND 0.1 0.005 

ｱｾﾄﾝ洗浄画分 ND ND 0.1 0.003 

抽出残渣 0.8 <0.001 0.7 0.016 

TRR 100 0.050 100 2.112 

ND：不検出 

 

結球部及び外葉における代謝物の同定結果を表 2.4-14 に示す。結球部、外葉部ともに、

主要な残留放射性物質はフルチアニルであり、84～89 %TRR 検出された。その他、代謝物

H、代謝物 E、代謝物 C 及び代謝物 L が検出されたが、その生成量は最大で 2.5 %TRR であ

った。 
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表 2.4-14 レタス結球部及び外葉でのフルチアニルと代謝物の残留放射性物質濃度 

 

[tri-14C]フルチアニル 

結球部 外葉 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 68.5 0.018 20.3 0.006 74.5 1.444 14.8 0.288 

代謝物C ND ND ND ND ND ND 0.3 0.007 

代謝物E ND ND 0.7 <0.001 0.6 0.012 0.4 0.007 

代謝物H ND ND 0.3 <0.001 0.1 0.002 0.7 0.013 

代謝物L ND ND ND ND ND ND 0.3 0.006 

その他未同定放

射性物質 4.5 0.001 3.3 <0.001 2.7 0.052 2.8 0.056 

 

[met-14C]フルチアニル 

結球部 外葉 

表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 表面洗浄液 ﾒﾀﾉｰﾙ抽出液 

%TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg %TRR mg/kg 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 71.4 0.036 12.4 0.006 59.9 1.265 29.3 0.621 

代謝物C ND ND 0.4 <0.001 0.1 0.001 ND ND 

代謝物E ND ND 0.4 <0.001 0.3 0.007 ND ND 

代謝物H ND ND 2.5 0.001 0.1 0.002 0.5 0.010 

その他未同定放

射性物質 2.1 0.001 4.7 0.001 2.5 0.052 2.1 0.046 

ND：不検出 

 

植物代謝のまとめ 

ぶどう、りんご、きゅうり及びレタスを用いた植物代謝試験の結果、全作物に共通する

主要な残留成分は、フルチアニルであった。フルチアニルの植物体内への浸透移行性は低

いと考えられた。りんごの葉において代謝物 L の生成が 15 %TRR 認められたが、りんごの

果実及び他の作物における生成量は、最大で 3.5 %TRR であった。フルチアニルの主要代

謝経路は、フルチアニル中の硫黄原子の酸化による代謝物 C 及び代謝物 H の生成、フルチ

アニルのチアゾリン環の炭素原子の水酸化による代謝物 E の生成、フルチアニル及び上記

3 代謝物のトリフルオロフェニル基部分とメトキシフェニル基部分の間の構造の開裂によ

る代謝物 L の生成と推定される。 

 

2.4.1.2 規制対象化合物 

 リスク評価の対象化合物 

食品安全委員会による評価（URL：

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492）においては、農産物中の

http://www.fsc.go.jp/fsciis/evaluationDocument/show/kya20100812492
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暴露評価対象物質をフルチアニル（親化合物のみ）と設定している。 

 

 作物残留の規制対象化合物 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において了承された規制対象化合物を下記に転記

する。（本項末まで） 

（参考：薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物医薬品部会報告（URL：

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/zanryu2/dl/130201-2.pdf） 

 

残留の規制対象 

フルチアニルとする。 

 

2.4.2 消費者の安全に関わる残留 

2.4.2.1  作物 

登録した使用方法（GAP）の一覧を表 2.4-15 に示す。 

 

表 2.4-15：フルチアニルの GAP 一覧 

作物 剤型 
使用 

方法 

希釈倍数 

(倍) 

使用濃度* 

(kg ai/hL) 

使用液量** 

(L/10a) 

使用回数 

(回) 

使用時期 

(PHI) 

(日) 

なす 5.0 %乳剤 散布 5,000 0.001 100-300 2 1 

きゅうり 5.0 %乳剤 散布 5,000 0.001 100-300 2 1 

かぼちゃ 5.0 %乳剤 散布 5,000 0.001 100-300 2 1 

すいか 5.0 %乳剤 散布 5,000 0.001 100-300 2 1 

メロン 5.0 %乳剤 散布 5,000 0.001 100-300 2 1 

いちご 5.0 %乳剤 散布 5,000 0.001 100-300 2 1 

* ：有効成分濃度 

**：散布においては作物から滴る程度、満遍なく散布することと指導しており、農薬のラベルに記載されている

使用液量は農薬の使用時の目安として示しているものである。 

 

登録した作物について、フルチアニル及び代謝物 L を分析対象として申請者が実施した作

物残留試験の報告書を受領した。 

これらの結果を表 2.4-16～21 に示す。分析値は、同一試料を 2 回分析した値の平均値を示

した。同一ほ場から 2 点の試料を採取し、2 か所の分析機関で分析したものについては、各

分析機関の分析値をそれぞれ示した。代謝物 L の残留濃度は、フルチアニル等量に換算して

示した。作物残留濃度が最大となる GAP に従った使用によるフルチアニルのそれぞれの試験

における最大残留濃度には、下線を付した。 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/zanryu2/dl/130201-2.pdf
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なす 

なすの果実を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-16 に示す。なお、未処理区試

料は定量限界未満（<0.005～<0.02 mg/kg）であった。 

作物残留濃度が最大となる GAP（5.0 %乳剤、5,000 倍、2 回、収穫前日まで）に適合す

る試験は、2 試験であった。 

 

表 2.4-16：なすの作物残留試験結果 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

PHI 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

 濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

作物残留濃度が 

最大となるGAP 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001  2  1   

なす 

(竜馬) 

(施設) 

高知 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

14 

 

0.05 

0.04 

0.01 

0.02 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

なす 

(黒陽) 

(施設) 

宮崎 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

14 

 

0.03 

0.03 

<0.01 

0.006 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

*：有効成分濃度 

 

なすの果実におけるフルチアニルの残留濃度は、0.03、0.05 mg/kg であった。 

なすの果実におけるフルチアニルの最大残留濃度を 0.2 mg/kg と推定した。 

 

きゅうり 

きゅうりの果実を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-17 に示す。なお、未処理

区試料は定量限界未満（<0.005～<0.02 mg/kg）であった。 

作物残留濃度が最大となる GAP（5.0 %乳剤、5,000 倍、2 回、収穫前日まで）に適合す

る試験は、2 試験であった。 

 

きゅうりの果実におけるフルチアニルの残留濃度は、0.02、0.04 mg/kg であった。 

きゅうりの果実におけるフルチアニルの最大残留濃度を 0.2 mg/kg と推定した。 
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表 2.4-17：きゅうりの作物残留試験結果 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

PHI 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

 濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

作物残留濃度が 

最大となるGAP 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001  2  1   

きゅうり 

(ﾄｯﾌﾟﾗﾝ) 

(施設) 

群馬 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

14 

 

0.03 

0.04 

<0.01 

0.006 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

きゅうり 

(ｱﾙﾌｧｰ節成り) 

(施設) 

群馬 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

14 

 

0.01 

0.02 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

*：有効成分濃度 

 

かぼちゃ 

かぼちゃの果実を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-18 に示す。なお、未処理

区試料は定量限界未満（<0.005～<0.02 mg/kg）であった。 

作物残留濃度が最大となる GAP（5.0 %乳剤、5,000 倍、2 回、収穫前日まで）に適合す

る試験は、2 試験であった。 

 

表 2.4-18：かぼちゃの作物残留試験結果 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

PHI 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

 濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

作物残留濃度が 

最大となる GAP 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001  2  1   

かぼちゃ 

(打木赤皮甘栗) 

(施設) 

石川 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

14 

 

0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 
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作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

PHI 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

 濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

かぼちゃ 

(坊ちゃん) 

(施設) 

三重 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

14 

 

<0.01 

0.006 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

*：有効成分濃度 

 

三重の 1 日後試料のフルチアニル残留濃度として、0.006 mg/kg 及び<0.01 mg/kg の結果が

得られたが、<0.01 mg/kg の結果が得られた試料に 0.006 mg/kg 以上の濃度で残留している

可能性は否定できないため、最大残留濃度として<0.01 mg/kg を採用した。 

 

かぼちゃの果実におけるフルチアニルの残留濃度は、<0.01、0.01 mg/kg であった。 

かぼちゃの果実におけるフルチアニルの最大残留濃度を 0.05 mg/kg と推定した。 

 

すいか 

すいかの果肉を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-19 に示す。なお、未処理区

試料は定量限界未満（<0.005～<0.02 mg/kg）であった。 

作物残留濃度が最大となる GAP（5 %水和剤、5,000 倍、2 回、収穫前日まで）に適合す

る試験は、2 試験であった。 

 

表 2.4-19：すいかの作物残留試験結果 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

 

PHI 

(日) 

 

 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

作物残留濃度が 

最大となる GAP 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001  2  1   

すいか 

(ひとりじめ 7) 

(施設) 

茨城 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果肉 

1 

 

7 

 

14 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 
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作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

 

PHI 

(日) 

 

 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

すいか 

(ﾏﾀﾞｰﾎﾞｰﾙ2 号) 

(施設) 

宮崎 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果肉 

1 

 

7 

 

14 

 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

*：有効成分濃度 

 

すいかの果肉におけるフルチアニルの残留濃度は<0.01 mg/kg（2）であった。 

すいかの果肉におけるフルチアニルの最大残留濃度を 0.05 mg/kg と推定した。 

 

メロン 

メロンの果肉を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-20 に示す。なお、未処理区

試料は定量限界未満（<0.005～<0.02 mg/kg）であった。 

 

表 2.4-20：メロンの作物残留試験結果 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

PHI 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

作物残留濃度が 

最大となる GAP 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001  2  １   

メロン 

(ｸｲﾝｼｰ) 

(施設) 

茨城 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果肉 

1 

 

7 

 

14 

 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

メロン 

(ｱｰﾙｽｾｲﾇ秋冬Ⅱ) 

(施設) 

宮崎 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果肉 

1 

 

7 

 

14 

 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.01 

<0.005 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

*：有効成分濃度 
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作物残留濃度が最大となる GAP（5 %乳剤、5,000 倍、2 回、収穫前日まで）に適合する

試験は、2 試験であった。 

 

メロンの果肉におけるフルチアニルの残留濃度は<0.01 mg/kg（2）であった。 

メロンの果肉におけるフルチアニルの最大残留濃度を 0.05 mg/kg と推定した。 

 

いちご 

いちごの果実を分析試料とした作物残留試験の結果を表 2.4-21 に示す。なお、未処理区

試料は定量限界未満（<0.005～<0.02 mg/kg）であった。 

作物残留濃度が最大となる GAP（5 %水和剤、5,000 倍、2 回、収穫前日まで）に適合す

る試験は、2 試験であった。 

 

表 2.4-21：いちごの作物残留試験結果 

作物名 

(品種) 

(栽培形態) 

試験 

場所 

 

実施 

年度 

試験条件 

分析 

部位 

PHI 

(日) 

残留濃度 (mg/kg) 

剤型 
使用 

方法 

希釈 

倍数 

(倍) 

使用 

濃度* 

(kg/hL) 

使用 

液量 

(L/10a) 

使用 

回数 

(回) 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 

作物残留濃度が 

最大となる GAP 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001  2  1   

いちご 

(章姫) 

(施設) 

岐阜 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

21 

 

0.06 

0.11 

0.04 

0.07 

0.01 

0.01 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

いちご 

(とよのか) 

(施設) 

高知 

H19 年 

5 % 

乳剤 
散布 5,000 0.001 300 2 果実 

1 

 

7 

 

21 

 

0.12 

0.14 

0.06 

0.07 

0.02 

0.04 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

<0.02 

*：有効成分濃度 

 

いちごの果実におけるフルチアニルの残留濃度は 0.11、0.14 mg/kg であった。 

いちごの果実におけるフルチアニルの最大残留濃度を 0.5 mg/kg と推定した。 

 

2.4.2.2 家畜 

フルチアニルは国内において家畜の飼料の用に供される作物への使用はないため、飼料に

起因する家畜残留の評価は不要である。 
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2.4.2.3 魚介類 

フルチアニルの魚介類中の残留濃度について、水産動植物被害予測濃度第 1 段階（水産

PECtier1）及び生物濃縮係数（BCF）を用いて推定した。 

フルチアニルを含有する製剤について、水田以外の使用における水産 PECtier1 を算定した結

果は、1.2×10
-4

 μg/L（2.5.3.3 項参照）であった。 

フルチアニルのオクタノール／水分配係数（Log10Pow）は 2.9 であり、魚類濃縮性試験は省

略できる。そこで、推定 BCF をオクタノール／水分配係数から相関式（Log10BCF＝0.80×

log10Pow－0.52）を用いて算定した結果、63 であった。 

 下記の計算式を用いてフルチアニルの魚介類中の推定残留濃度を算定した結果、3.8×10
-5

 

mg/kg となった。（一律基準を超えない。） 

 

推定残留濃度 ＝水産 PECtier1×（BCF×補正値） 

＝0.00012 μg/L×（63×5） 

＝0.000038 mg/kg   

 

2.4.2.4 後作物 

 ほ場土壌残留試験（2.5.2.2 項参照）における総フルチアニル 1) の 50 %消失期 DT50 は、軽埴

土で 58 日、埴壌土で 15 日であり、100 日を超えないため、試験実施は不要であると判断し

た。 

 

1) フルチアニル、代謝物 H、代謝物 L の合量値（フルチアニル等量換算） 

 

2.4.2.5 暴露評価 

TMDI（理論最大 1 日摂取量） 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会における暴露評価を表 2.4-17 に示す。各食品につ

いて基準値案の上限までフルチアニルが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果

に基づき試算されるフルチアニルの国民平均、幼小児（1～6 歳）、妊婦及び高齢者（65 歳

以上）における TMDI の一日摂取許容量（ADI）に対する比（TMDI/ADI）は、0.0、0.0、

0.0 及び 0.0 %であり、今回申請された使用方法に従えば、消費者の健康に影響がないこと

を確認した。 
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表 2.4-17：フルチアニルの推定摂取量（TMDI）（単位：μg/人/day）（URL： 

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/04/dl/s0420-4-339.pdf） 

食品名 
基準値案 

(ppm) 

国民平均 

TMDI 

幼小児 

(1～6 歳) 

TMDI 

妊婦 

TMDI 

高齢者 

(65 歳以上) 

TMDI 

なす 0.2 0.8 0.2 0.7 1.1 

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.2 3.3 1.6 2.0 3.3 

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.05 0.5 0.3 0.3 0.6 

すいか 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0 

メロン類果実 0.05 0.0 0.0 0.01 0.0 

いちご 0.5 0.2 0.2 0.1 0.1 

計  4.7 2.3 3.1 5.1 

ADI 比（%）  0.0 0.0 0.0 0.0 

TMDI 試算は、基準値案×各食品の平均摂取量の総和として計算している。 

 

2.4.3 残留農薬基準値 

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会において了承された基準値案を表 2.4-18 に示す。 

 

表 2.4-18：フルチアニルの残留農薬基準値案（URL：

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/04/dl/s0420-4-339.pdf） 

食品名 基準値案（ppm） 基準値現行（ppm） 

なす 0.2 － 

きゅうり（ガーキンを含む。） 0.2 － 

かぼちゃ（スカッシュを含む。） 0.05 － 

すいか 0.05 － 

メロン類果実 0.05 － 

いちご 0.5 － 

 

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/04/dl/s0420-4-339.pdf
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2004/04/dl/s0420-4-339.pdf
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2.5 環境動態 

2.5.1 環境中動態の評価対象となる化合物 

2.5.1.1 土壌中 

好気的土壌中動態試験における主要分解物は、代謝物 H であった。 

土壌表面光分解試験における主要分解物は、代謝物 L であった。 

このため、評価対象化合物は、フルチアニル、代謝物 H 及び代謝物 L とすることが妥当で

あると判断した。 

 

2.5.1.2 水中 

フルチアニルは加水分解に対して安定であった。 

水中光分解動態試験の主要分解物は、代謝物 L 及び代謝物 T であった。 

フルチアニルの水産動植物被害予測濃度及び水質汚濁予測濃度は、フルチアニルの分解を

考慮しない第１段階で算定して審査を実施しため、上記主要分解物について評価対象とする

かどうかの検討は実施しなかった。 

 

2.5.2 土壌中における動態 

2.5.2.1 土壌中動態 

フルチアニルのトリフルオロメチルフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したもの（以下

「[tri-
14

C]フルチアニル」という。）及びフルチアニルのメトキシフェニル基の炭素を均一に
14

C で標識したもの（以下「[met-
14

C]フルチアニル」という。）を用いて申請者が実施した好

気的土壌中動態試験及び土壌表面光分解動態試験の報告書を受領した。 

放射性物質濃度及び分解物濃度は、特に断りがない場合はフルチアニル換算で表示した。 

 

 [tri-
14

C]フルチアニル [met-
14

C]フルチアニル 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

*：14C 標識部位 

 

2.5.2.1.1 好気的土壌中 

英国 3 土壌（土壌①：砂壌土、pH 5.2（H2O）、有機炭素(OC) 1.7 %、土壌②：シルト質壌

土、pH 6.9（H2O）、OC 3.7 %、土壌③：壌土、pH 7.9（H2O）、OC 4.2 %）及びドイツ土壌

（シルト質壌土、pH 7.6（H2O）、OC 1.2 %）に[tri-
14

C]フルチアニルまたは[met-U-
14

C]フル

チアニルを乾土あたり約 0.026 mg/kg（施用量として 26 g ai/ha）を添加し好気的条件下、20
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±2 ℃、暗所でインキュベートした。土壌試料及び揮発性物質は、英国土壌①では処理後

0、14、30、58、90、120、181、269、365 日後に、その他 3 土壌では処理後 0、14、30、58、

90、120 日後に採取した。 

土壌試料は、アセトニトリル及びメタノール/水/塩酸（HCl）（50/50/1（v/v/v））混合液で

抽出し、抽出画分は放射能を LSC で測定した。抽出画分中の分解物は TLC、HPLC 及び

LC-MS で定量、同定した。土壌残渣は、オキシダイザーで燃焼後、放射能を LSC で測定し

た。また、土壌残渣中の放射性物質濃度が処理量（TAR）の 10 %を超えた英国土壌③につ

いて、処理後 90 及び 120 日の土壌残渣をフミン酸、フルボ酸及びフミンに分画し、各画分

中の放射能を測定した。 

土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-1 に示す。英国土壌①において、土壌中の放射性

物質の減少はほとんど認められず、揮発性の放射性物質の生成量は TAR の 0.6～1.8 %であ

った。アセトニトリル抽出画分中の放射性物質は経時的に減少し、365 日後に 84～88 %と

なった。土壌抽出残渣中の放射性物質は経時的に増加し、最大で 8.1～8.9 %となった。他

の土壌においても同様の傾向が認められた。 

 

表 2.5-1：土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

英国土壌①（砂壌土、[tri-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 

土壌 

揮発性 

物質 
合計 

 
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

抽出画分 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水/HCl 

抽出画分 

抽出 

残渣 

0 99.5 98.9 NA 0.6 NA 99.5 

14 99.7 98.1 NA 1.6 0.4 99.8 

30 98.7 95.2 NA 3.5 ND 98.7 

58 99.9 95.0 NA 4.9 0.3 100.0 

90 101.7 94.6 NA 7.1 0.4 102.0 

120 99.8 92.8 NA 7.0 0.5 100.2 

181 100.0 91.9 NA 8.1 0.5 100.3 

269 97.8 87.2 4.6 6.0 0.5 98.2 

365 99.0 87.8 5.0 6.2 0.6 99.5 
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英国土壌①（砂壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 

土壌 

揮発性 

物質 
合計 

 
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

抽出画分 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水/HCl 

抽出画分 

抽出 

残渣 

0 99.4 98.8 NA 0.6 NA 99.3 

14 97.7 95.8 NA 1.9 0.2 97.9 

30 98.5 94.5 NA 4.0 0.4 98.8 

58 97.9 92.5 NA 5.4 0.5 98.4 

90 100.2 92.0 NA 8.2 0.8 100.9 

120 98.2 90.3 NA 7.9 1.0 99.1 

181 97.0 88.1 NA 8.9 1.4 98.2 

269 96.0 85.5 3.9 6.6 1.8 97.8 

365 95.8 84.1 4.5 7.2 1.4 97.1 

英国土壌②（シルト質壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 

土壌 

揮発性 

物質 
合計  

 

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

抽出画分 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水/HCl 

抽出画分 

抽出 

残渣 

0 99.9 98.2 NA 1.7 NA 99.9 

14 99.8 95.3 NA 4.5 0.2 100.0 

30 99.2 92.5 NA 6.7 0.3 99.4 

58 99.2 90.9 NA 8.3 0.7 99.8 

90 98.9 88.3 4.3 6.3 0.7 99.5 

120 98.0 85.5 5.3 7.2 1.2 99.1 

英国土壌③（壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 

土壌 

揮発性 

物質 
合計 

 
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

抽出画分 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水/HCl 

抽出画分 

抽出 

残渣 

0 97.9 97.9 NA ND NA 97.9 

14 99.4 94.0 NA 5.4 0.5 99.8 

30 99.1 91.2 NA 7.9 0.6 99.7 

58 98.2 88.3 NA 9.9 1.3 99.3 

90 97.1 83.6 3.3 10.2 2.0 99.0 

120 98.6 83.6 3.0 12.0 2.7 101.2 
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ドイツ土壌（シルト質壌土、met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 

土壌 

揮発性 

物質 
合計 

 
ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

抽出画分 

ﾒﾀﾉｰﾙ/水/HCl 

抽出画分 

抽出 

残渣 

0 99.6 99.6 NA ND NA 99.6 

14 98.6 95.5 NA 3.1 0.2 98.7 

30 99.5 94.0 NA 5.5 0.3 99.8 

58 99.3 93.5 NA 5.8 0.6 99.8 

90 96.0 87.9 NA 8.1 0.9 96.8 

120 98.7 88.6 3.8 6.3 1.5 100.0 

NA：分析せず 、ND：不検出 

 

アセトニトリル抽出画分中の分解物の同定結果を表 2.5-2 に示す。いずれの土壌において

もフルチアニルは緩やかに減衰し、120 日後に TAR の 66～78 %、365 日後に 51～54 %とな

った。主要分解物は代謝物 H であり、経時的に増加して 365 日後に TAR の 17～18 %とな

った。その他に代謝物 C 及び代謝物 E が検出されたが、いずれの生成量も TAR の 10 %未

満であった。 

 

表 2.5-2：アセトニトリル抽出画分中の分解物の同定（%TAR） 

英国土壌①（砂壌土、[tri-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物C 代謝物H 代謝物E その他 合計 

0 98.8 ND ND ND 0.1 98.9 

14 95.5 ND 2.1 ND 0.4 98.1 

30 83.7 1.1 4.4 1.5 4.4 95.2 

58 77.6 1.7 6.1 0.5 9.1 95.0 

90 71.8 3.5 9.6 1.5 8.1 94.6 

120 71.0 4.1 11.5 2.5 3.6 92.8 

181 64.0 5.0 13.4 2.0 7.4 91.9 

269 53.0 6.8 16.4 2.1 8.8 87.2 

365 54.0 7.3 18.1 1.8 6.6 87.8 
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英国土壌①（砂壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物C 代謝物H 代謝物E その他 合計 

0 98.4 ND ND ND 0.4 98.8 

14 84.3 1.7 3.4 1.1 5.2 95.8 

30 80.2 2.6 5.9 1.3 4.5 94.5 

58 72.0 3.3 8.6 2.0 6.5 92.5 

90 66.5 6.3 11.2 1.9 6.1 92.0 

120 66.4 5.3 11.7 2.3 4.6 90.3 

181 59.1 6.8 13.7 2.4 6.0 88.1 

269 50.1 8.6 14.9 2.1 9.7 85.5 

365 50.6 8.4 16.9 1.7 6.4 84.1 

英国土壌②（シルト質壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物C 代謝物H 代謝物E その他 合計 

0 97.1 ND ND ND 1.1 98.2 

14 90.7 0.8 1.2 ND 2.7 95.3 

30 87.4 0.7 1.9 ND 2.5 92.5 

58 84.2 2.5 3.9 ND 0.2 90.9 

90 80.4 2.2 3.1 ND 2.6 88.3 

120 76.6 2.0 5.4 ND 1.6 85.5 

英国土壌③（壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物C 代謝物H 代謝物E その他 合計 

0 97.5 ND ND ND 0.4 97.9 

14 92.4 0.4 1.0 ND 0.2 94.0 

30 89.0 0.5 0.9 ND 1.0 91.2 

58 85.3 1.4 1.5 ND 0.2 88.3 

90 77.3 1.8 3.3 ND 1.2 83.6 

120 74.6 3.0 2.8 ND 3.1 83.6 

ドイツ土壌（シルト質壌土、[met-14C]フルチアニル添加） 

経過日数 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物C 代謝物H 代謝物E その他 合計 

0 99.1 ND ND ND 0.5 99.6 

14 93.4 0.8 0.8 ND 0.5 95.5 

30 91.0 0.6 1.3 ND 1.2 94.0 

58 86.9 2.6 3.8 ND 0.2 93.5 

90 79.4 2.4 4.2 ND 1.8 87.9 

120 77.7 2.5 5.1 ND 3.2 88.6 

NA：分析せず 、ND：不検出 
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抽出残渣中の放射性物質は、フミン酸画分に TAR の 1.3～1.6 %、フルボ酸画分に 1.1～1.7 %、

フミン画分に 7.1～8.4 %存在しており、フミン画分に最も高い分布がみられた。 

好気的土壌中におけるフルチアニルの 50 %消失期（DT50）を表 2.5-3 に示す。SFO（Single 

First-Order）モデルを用いて算出した DT50 は、310～379 日であった。 

 

表 2.5-3：好気的土壌中におけるフルチアニルの DT50 

 
英国土壌① 

英国土壌② 英国土壌③ ドイツ土壌 
[tri-14C]フルチアニル [met-14C]フルチアニル 

DT50（日） 365 355 379 310 339 

 

好気的土壌中において、フルチアニルは 3 つの分解経路を有すると推定される。主な経路

は、チアゾリン環硫黄原子の酸化による代謝物 H の生成であり、次いで、トリフルオロメ

チルフェニル基の硫黄原子の酸化による代謝物 C であった。3 つめは、チアゾリン環炭素原

子の水酸化により代謝物 E の生成であった。好気的土壌における無機化は、少量であった。 

 

2.5.2.1.2 土壌表面光分解〈参考データ〉 

シルト質壌土（pH 6.9（H2O）、CO 3.7 %）の土壌薄層（最大容水量の約 75 %に調整）に、

[tri-
14

C]フルチアニル又は[met-
14

C]フルチアニルを約 1 mg/g 処理し、20±3 ℃で UV フィル

ター（< 290 nm カット）付きキセノンランプ（24.26 W/m
2、波長範囲 300～400 nm）を 37

～45 日間連続照射した。土壌試料及び揮発性物質は、[tri-
14

C]フルチアニル処理区では 0、7、

15、30、37 日後、[met-
14

C]フルチアニル処理区では、0、7、15、30、45 日後に採取した。

土壌試料は、アセトニトリル及びメタノール/水/HCl（50/50/1（v/v/v））混合液で抽出し、

各抽出画分中の放射能を LSC で測定し、分解物を HPLC 又は TLC で定量、同定した。土

壌残渣は燃焼後、放射能を LSC で測定した。 

土壌中の放射性物質濃度の分布を表 2.5-4 に示す。照射区において[met-
14

C]フルチアニル

処理区の土壌抽出画分中の放射性物質は、経時的に減少し、45 日後に 82 %となった。抽出

残渣は経時的に増加し、TAR の 7.6 %となった。14
CO2 は経時的に増加し、TAR の 10 %と

なった。[tri-
14

C]フルチアニル処理区においても同様の傾向を示したが、14
CO2 の生成は少な

く、37 日後に TAR の 3.1 %であった。 

土壌抽出画分中の分解物の同定結果を表 2.5-5 に示す。照射区において、フルチアニルは、

経時的に減少し、試験終了時（処理後 37 日後及び 45 日後）に TAR の 68～69 %となった。

主要分解物は代謝物 L であり、生成量は TAR の 11 %であった。その他、代謝物 C 及び代

謝物 H が検出されたが、生成量は TAR の 10 %未満であった。暗所区においては、フルチ

アニルの分解は照射区にくらべて緩やかであった。 
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表 2.5-4：土壌中の放射性物質濃度の分布（%TAR） 

[tri-14C]フルチアニル 

照射区 

経過日数 
土壌 揮発性物質 

(
14

CO2) 
合計 

抽出画分* 抽出残渣 

0 98.3 0.1 NA 98.4 

7 89.4 7.0 0.7 97.3 

15 85.9 7.2 1.6 94.9 

30 87.7 7.4 2.6 97.9 

37 88.6 6.7 3.1 98.6 

暗所区 

7 99.5 0.7 ND 100.2 

15 98.3 1.0 ND 99.3 

30 98.9 1.3 ND 100.2 

37 99.3 1.3 ND 100.6 

[met-14C]フルチアニル 

照射区 

経過日数 
土壌 揮発性物質 

(
14

CO2) 
合計 

抽出画分* 抽出残渣 

0 97.8 0.1 NA 97.9 

7 89.4 6.7 2.8 98.9 

15 88.2 6.2 5.1 99.5 

30 82.6 7.1 7.2 96.9 

45 82.4 7.6 10.4 100.4 

暗所区 

7 97.4 1.1 ND 98.5 

15 97.1 1.1 ND 98.2 

30 97.4 1.9 ND 99.3 

45 97.1 2.8 0.1 100.0 

NA：分析せず 、ND：不検出 

*：アセトニトリル抽出画分及びメタノール/水/HCl 抽出画分の合計 
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表 2.5-5：土壌抽出画分中の分解物の同定（%TAR） 

[tri-14C]フルチアニル 

経過日数 
照射区 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 C 代謝物 H 代謝物 L その他* 合計 

0 97.4 0.0 0.0 0.0 0.1 97.5 

7 76.6 2.1 1.1 8.6 1.0 89.4 

15 73.1 1.6 1.3 7.3 2.6 85.9 

30 67.1 2.9 1.8 10.0 6.0 87.7 

37 68.3 3.3 1.7 10.7 4.5 88.6 

 暗所区 

7 96.5 0.7 0.2 0.0 0.2 97.5 

15 97.2 0.8 0.1 0.0 0.2 98.3 

30 91.8 0.5 0.0 0.0 6.7 98.9 

37 94.5 0.4 0.1 0.0 4.3 99.3 

[met-14C]フルチアニル  

経過時間 
照射区  

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 C 代謝物 H その他* 合計  

0 91.8 0.6 0.7 3.8 96.8  

7 80.8 1.4 1.4 5.7 89.4  

15 74.2 1.7 1.5 10.9 88.2  

30 69.8 2.6 1.6 8.7 82.6  

45 69.1 2.8 1.5 9.0 82.4  

 暗所区  

7 91.7 1.1 0.9 3.8 97.4  

15 90.3 1.0 0.8 5.1 97.1  

30 90.6 1.6 1.4 3.8 97.4  

35 86.9 1.5 1.2 7.5 97.1  

*：各々が 5 %未満の未同定ﾋﾟｰｸの合計 

 

フルチアニルの土壌表面における DT50 を DFOP（Double First-Order in Parallel）モデルを

用いて算出すると 758 日であった。 

土壌表面のフルチアニルは、光照射によりトリフルオロフェニル基とメトキシフェニル

基部分の間の構造の開裂により、代謝物 L に分解されると考えられた。 

 

2.5.2.2 土壌残留 

フルチアニル、代謝物 H 及び代謝物 L を分析対象として申請者が実施した土壌残留試験の
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報告書を受領した。 

 

ほ場土壌残留試験は、火山灰・軽埴土（茨城、pH 6.15（KCl）、OC 4.10 %）及び沖積・埴

壌土（高知、pH 5.5（KCl）、OC 1.43 %）の畑地ほ場（きゅうり栽培ほ場）にフルチアニル 5.0 %

乳剤 60 g ai/ha（5,000 倍希釈、300 L/10 a×2 回）を散布した。試料採取は、処理直後から処

理後 180 日まで経時的に実施した。 

試験結果概要を表 2.5-6 に示す。フルチアニルは軽埴土で、処理後 0 日に 0.0738 mg/kg、埴

壌土で、0 日に 0.166 mg/kg と最大値を示し、その後、経時的に減少した。代謝物 H 及び代謝

物 L は、それぞれ最大で 0.0078 mg/kg 及び 0.030 mg/kg 生成し、その後、経時的に減少した。 

 

表 2.5-6：フルチアニル 5.0 %乳剤を用いたほ場土壌残留試験結果 

試験場所 

土壌 
経過日数 

残留濃度（mg/kg） 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物H 代謝物L 合計 

茨城 

軽埴土 

0 0.0738 0.0040 0.003 0.081 

3 0.0527 0.0042 0.004 0.061 

7 0.0505 0.0051 0.004 0.060 

14 0.0627 0.0071 0.006 0.076 

30 0.0633 0.0078 0.002 0.073 

60 0.0200 0.0048 0.007 0.032 

90 0.0160 0.0026 <0.001 0.020 

120 0.0076 0.0035 0.001 0.012 

180 0.0092 0.0020 <0.001 0.012 

高知 

埴壌土 

0 0.1660 0.0015 0.006 0.174 

3 0.0223 0.0034 0.028 0.054 

7 0.0136 0.0031 0.030 0.047 

14 0.0164 0.0018 0.022 0.040 

30 0.0077 0.0018 0.003 0.013 

60 0.0028 0.0005 0.008 0.011 

90 0.0024 0.0005 0.012 0.015 

120 0.0010 <0.0005 0.006 0.008 

180 0.0010 <0.0005 0.005 0.007 

注：残留濃度は、フルチアニル等量換算値 

 

ほ場土壌中における総フルチアニル 1) の DT50 を軽埴土では SFO モデル、埴壌土では DFOP

モデルで算定したところ、軽埴土で 58 日、埴壌土で 15 日 2)であった。 
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1) フルチアニル、代謝物 H、代謝物 L の合量値（フルチアニル等量換算） 

2) 0 日の残留濃度は、処理量から推定される初期濃度 0.06 mg/kg（沖積土壌の仮比重を 1.0 kg/L として推定した。）

の 2.5 倍以上であること、経過日数に対する残留濃度のプロットで他のプロットから大きく外れていたこと

から、外れ値として除外し、3 日以降のデータを用いて DT50 を算出した。 

 

2.5.2.3 土壌吸着 

フルチアニルのメトキシフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したもの（[met-

14
C]フルチ

アニル）を用いて申請者が実施した土壌吸着試験の報告書を受領した。 

 

[met-
14

C]フルチアニル 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

*：14C 標識部位 

 

試験土壌の特性を表 2.5-7 に、25±2℃、暗条件で実施された土壌吸着試験の試験結果を表

2.5-8 に示す。 

 

表 2.5-7：試験土壌の特性 

採取地 
Derbyshire 

（英国） 

Nottinghamshire 

（英国） 

Alaska 

（米国） 

Grand Forks,ND 

（米国） 

牛久* 

（茨城） 

土性(USDA) 壌土 壌質砂土 シルト質壌土 シルト質壌土 壌土 

pH (CaCl2 ) 5.5 4.2 4.7 5.6 6.5 

有機炭素含量 

（OC %） 
3.8 0.8 3.2 2.4 4.4 

陽イオン交換容量
(mEq/100g) 

25.1 11.4 29.7 36.3 48.2 

*：火山灰土壌 

 

表 2.5-8：土壌吸着性試験結果 

試験土壌 
Derbyshire 

（英国） 

Nottinghamshire 

（英国） 

Alaska 

（米国） 

Grand Forks,ND 

（米国） 

牛久 

（茨城） 

吸着指数（1/n） 1.0697 1.0565 1.0434 0.9550 1.0140 

K ads
F 784 636 1090 533 923 

決定係数（r２） 0.9923 0.9826 0.9894 0.9970 0.9942 

K ads
Foc 20600 79400 34200 22200 21000 
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2.5.3 水中における動態 

フルチアニルのトリフルオロメチルフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したもの（以下

「[tri-
14

C]フルチアニル」という。）又はメトキシフェニル基の炭素を均一に 14
C で標識したも

の（以下「[met-
14

C]フルチアニル」という。）を用いて申請者が実施した加水分解動態試験及

び水中光分解動態試験の報告書を受領した。 

分解物濃度は、特に断りがない場合はフルチアニル換算で表示した。 

 

[tri-
14

C]フルチアニル [met-U-
14

C]フルチアニル 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

*

 

*：14C 標識部位 

 

2.5.3.1  加水分解 

pH 4（フタル酸緩衝液）、pH 7（リン酸緩衝液）及び pH 9（ホウ酸緩衝液）の各滅菌緩衝

液を用いて、[met-
14

C]フルチアニルの 0.004 mg/L 試験溶液を調製し、50±0.5 ℃で 5 日間、暗

条件でインキュベートした。 

試験結果を表 2.5-9 に示す。全ての pH において、フルチアニルの分解率は 10 %未満であっ

た。このことから、フルチアニルは加水分解に対して安定であり、25 ℃での半減期は 1 年以

上であると推定した。 

 

表 2.5-9：加水分解試験結果（%TAR） 

[met-14C]フルチアニル 

pH 経過日数 フルチアニル 分解物群 

4 
0 102.0 0.8 

5 94.2 5.9 

7 
0 101.5 1.6 

5 98.7 0.7 

9 
0 98.7 1.5 

5 95.7 2.8 

 

2.5.3.2 水中光分解 

0.02 M リン酸緩衝液（pH 7.0±0.2）及び自然水（米国 Fountains Abbey Lake の湖水、pH 7.4）

を用い、[tri-
14

C]フルチアニル及び[met-
14

C]フルチアニルの試験溶液（約 0.004 mg/L）を調製
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し、25±2 ℃で UV フィルター（<290 nm カット）付きキセノンランプ（25.3 W/m
2、波長範

囲 300～400 nm）を 30 日間連続照射した。試料採取は、照射区は処理後 0、0.33、1、2、3、

7、10、18、30 日後、暗所区は 30 日後に実施した。試料は、放射能を LSC で測定し、分解物

を TLC 及び LC-MS を用いて定量、同定した。 

[tri-
14

C]フルチアニル処理区の分解物の同定結果を表 2.5-10 に示す。水中でフルチアニルは

速やかに減少し、18 日後に定量限界未満となった。主要分解物は代謝物 L 及び V であり、生

成量は最大でそれぞれ TAR の 65～71 %及び 10～26 %であった。代謝物 V は不安定な化合物

であり構造決定には至らなかった。その他代謝物 E が検出されたが、生成量は TAR の 10 %

未満であった。 

[met-
14

C]フルチアニル処理区の分解物の同定結果を表 2.5-11 に示す。緩衝液及び自然水の

いずれにおいても水中のフルチアニルは速やかに減少し、10 日後に定量限界未満となった。

主要分解物は代謝物 T であり、最大で 1 日～2 日後に TAR の 24～30 %生成し、その後減少し

て 18 日後に定量限界未満となった。代謝物 T の減少に伴い CO2 の生成量が増加し、30 日後

に TAR の 12～20 %となった。その他代謝物 E 及び代謝物 M が検出されたが、生成量はいず

れも TAR の 10 %未満であった。 

暗所区においてフルチアニルは、TAR の 85～96 %残存していた。 

 

表 2.5-10：[tri-
14

C]フルチアニル処理区の分解物の同定（%TAR） 

[tri-14C]フルチアニル 

経過時間 
自然水 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 代謝物 E 代謝物 V CO2 その他 合計 

0 94.2 ND 0.6 ND NA 2.5 97.3 

0.33 日 76.7 8.0 1.4 4.0 ND 8.6 98.7 

1 日 43.7 18.7 2.2 10.3 ND 13.0 87.9 

2 日 30.3 35.2 1.6 10.0 ND 18.9 96.0 

3 日 16.5 43.0 1.4 4.4 ND 18.2 83.4 

7 日 1.4 71.2 1.0 3.2 2.5 12.8 92.2 

10 日 0.9 67.2 0.9 2.6 3.6 12.2 87.4 

18 日 ND 65.5 ND 1.1 4.8 11.7 83.2 

30 日 ND 59.5 ND ND 6.4 4.0 69.9 
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経過時間 
緩衝液 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 代謝物 E 代謝物 V CO2 その他 合計 

0 95.6 ND 0.6 ND NA 3.8 100.0 

0.33 日 76.9 3.3 0.8 6.6 ND 11.3 98.7 

1 日 54.0 8.2 1.5 13.6 ND 13.3 90.5 

2 日 23.7 20.3 2.3 25.7 0.3 20.1 92.4 

3 日 8.1 26.1 1.4 19.7 0.7 20.0 76.0 

7 日 1.6 40.6 2.2 14.9 1.7 17.1 78.2 

10 日 1.5 43.1 1.4 11.3 3.3 20.5 81.1 

18 日 ND 64.6 ND 0.8 4.5 10.3 80.2 

30 日 ND 59.1 ND ND 5.3 11.8 76.1 

暗所区（処理 30 日後） 

 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 L 代謝物 E 代謝物 V CO2 その他 合計 

自然水 95.7 NA NA NA NA 2.5 98.1 

緩衝液 86.8 NA NA NA NA 11.0 97.7 

NA：分析せず 、ND：不検出 

その他：未同定分解物の合計値。個々の生成量は 10%未満。 

 

表 2.5-11：[met-
14

C]フルチアニル処理区の分解物の同定（%TAR） 

[met-14C]フルチアニル 

経過時間 

自然水 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 E 代謝物 M 代謝物 T CO2 
その他 

合計 
極性物質 非極性物質 

0 99.8 NA ND ND NA ND 3.5 103.3 

0.33 日 79.1 NA ND 10.9 ND ND 7.7 97.6 

1 日 40.5 NA 3.0 23.2 0.6 5.9 21.7 94.8 

2 日 28.4 NA 4.4 24.4 ND 8.9 30.1 96.1 

3 日 30.1 NA 5.5 22.4 ND 14.9 22.5 95.4 

7 日 4.0 NA 7.5 11.0 4.4 24.8 41.1 92.7 

10 日 ND NA 7.5 2.0 11.6 34.4 33.1 88.7 

18 日 ND NA 2.3 ND 20.4 34.7 26.8 84.2 

30 日 ND NA ND ND 19.0 43.5 11.9 74.4 
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経過時間 

緩衝液 

ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 E 代謝物 M 代謝物 T CO2 
その他 

合計 
極性物質 非極性物質 

0 95.4 ND ND ND NA 0.2 3.2 98.7 

0.33 日 79.0 ND ND 12.8 ND ND 8.6 100.4 

1 日 35.8 1.1 1.4 29.5 ND 5.7 24.4 97.8 

2 日 29.4 1.5 4.8 28.5 0.3 5.4 24.3 94.2 

3 日 19.9 ND 4.1 29.0 0.8 5.7 27.0 86.4 

7 日 1.9 2.8 5.4 14.3 3.7 19.0 43.2 90.2 

10 日 ND ND 4.8 7.0 4.4 24.3 54.8 95.3 

18 日 ND ND 9.2 ND 6.1 30.9 33.5 79.6 

30 日 ND ND 5.8 ND 12.3 40.5 29.6 88.1 

 暗所区 

経過時間 ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 代謝物 E 代謝物 M 代謝物 T CO2 
その他 

合計 
極性物質 非極性物質 

30 日 

（自然水） 
95.6 NA NA NA NA NA 5.6 101.1 

30 日 

（緩衝液） 
91.0 NA NA NA NA NA 8.6 99.6 

NA：分析せず 、ND：不検出 

その他：未同定分解物の合計値。個々の生成量は 10%未満。 

 

SFO モデルにより算出した緩衝液及び自然水中のフルチアニルの光照射による推定半減

期を表 2.5-12 に示す。 

自然水及び緩衝液中のフルチアニルの推定半減期は、それぞれ 1.1～1.2 日（東京春換算 3.6

～3.9 日）及び 1.0 日（東京春換算 3.3 日）であった。 

 

表 2.5-12：フルチアニルの推定半減期 

 [tri-14C]フルチアニル [met-14C] フルチアニル 

自然水 1.1 日(3.6 日) 1.2 日(3.9 日) 

緩衝液 1.0 日(3.3 日) 1.0 日(3.3 日) 

（ ）内は東京春換算値 

 

緩衝液及び自然水中のフルチアニルは、光照射によるトリフルオロフェニル基とメトキシ

フェニル基部分の間の構造の開裂により代謝物 T、代謝物 L 及び代謝物 V に分解された。さ

らに、代謝物 T は代謝物 M に分解され、最終的には CO2 にまで分解されると考えられた。 
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2.5.3.3 水産動植物被害予測濃度 

環境大臣の定める水産動植物被害に係る登録保留基準値（2.6.2.3 項参照）と比較するため、

水田以外使用について申請されている使用方法に基づき、フルチアニル 5.0 %乳剤の水産動植

物被害予測濃度第 1 段階（水産 PECtier1）を算定 1)した、フルチアニルの水産 PECtier1 は 1.2×

10
-4

 mg/L となった。 

 

 1) 水産動植物被害予測濃度の算定に用いる計算シートは、環境省がホームページにおいて提供している。 

（URL：http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html） 

 

表 2.5-13：5.0 %乳剤の水産 PECtier1 算出に関する使用方法及びパラメータ 

剤型 5.0 %乳剤 

地上防除／航空防除 地上防除 

適用作物 果樹以外 

施用方法 散布 

ドリフト あり（ドリフト率0.1 %） 

単回の農薬散布量 希釈倍数5,000倍、300 L/10a 

単回の有効成分投下量 30 g/ha  

施用方法による農薬流出補正係数 1 

 

2.5.3.4  水質汚濁予測濃度 

環境大臣の定める水質汚濁に係る登録保留基準値（2.3.3 項参照）と比較するため、水質汚

濁予測濃度第 1 段階（水濁 PECtier1）を算定 1)した。 

その結果、最大となるフルチアニルの水濁 PECtier1 は、1.0×10
-6

 mg/L となった。 

 

 1) 水質汚濁予測濃度の算定に用いる計算シートは、環境省がホームページにおいて提供している。 

（URL：http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/kijun/pec.html） 

 

表 2.5-14：フルチアニルの水濁 PECtier1 算出に関する使用方法及びパラメータ 

剤型 5.0 %乳剤 

適用作物 果樹以外 

施用方法 散布 

ドリフト あり（ドリフト率 0.2 %） 

単回の農薬散布量 希釈倍数 5,000 倍、300 L/10a 

単回の有効成分投下量 30 g/ha 

総使用回数 2 回 

 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun.html
http://www.env.go.jp/water/dojo/noyaku/odaku_kijun/kijun/pec.html
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2.6 非標的生物に対する影響 

2.6.1 鳥類への影響 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した鳥類への影響試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.6-1 に示す。鳥類への毒性は低く、フルチアニルの鳥類への影響はないと判

断した。 

 

表 2.6-1：フルチアニルの鳥類への影響試験の結果概要 

生物種 

1群当り

の 

供試数 
投与方法 投与量 

LD50 

無影響量 

コリンウズラ 雄5、雌5 強制経口投与 0、2,250 mg/kg 
LD50 ：>2,250 mg/kg 

NOEL：2,250 mg/kg 

マガモ 10羽 5日間混餌投与 0、562、1,000、1,780、3,160、5,620 ppm 

LC50：>5,620 ppm 

(2,672 mg/kg/日) 

NOEC：5,620 ppm 

(2,672 mg/kg/日) 

 

2.6.2 水生生物に対する影響 

2.6.2.1 原体の水産動植物への影響 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した魚類急性毒性試験、ミジンコ類急性遊泳阻害

試験及び藻類生長阻害試験の報告書を受領した。 

 

中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による評価（URL：

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/h44_flutianil.pdf）を以下に転記する。 

 

魚類 

魚類急性毒性試験（コイ） 

コイを用いた魚類急性毒性試験が実施され、96 h LC50 > 870 mg/L であった。 

 

 表 2.6-2：コイ急性毒性試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 コイ（Cyprinus carpio）10尾／群 

暴露方法 半止水式（暴露開始48時間後に換水） 

暴露期間 96 h 

設定濃度（mg/L） 0 1,000 

実測濃度（mg/L）（算術平均値） 0 870  

死亡数／供試生物数（96 hr後；尾） 0／10 0／10 

助剤 DMF/硬化ヒマシ油（1:1） 0.1 ml/L 

LC50（mg/L） ＞870（実測濃度に基づく） 

 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/h44_flutianil.pdf
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魚類急性毒性試験（ニジマス） 

ニジマスを用いた魚類急性毒性試験が実施され、96 h LC50 >900 mg/L であった。 

 

 表 2.6-3：ニジマス急性毒性試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 ニジマス（Oncorhynchus mykiss）30尾／群 

暴露方法 半止水式（暴露開始24時間毎に換水） 

暴露期間 96 h 

設定濃度（mg/L） 0 1,000 

実測濃度（mg/L）（算術平均値） 0 900  

死亡数／供試生物数（96 hr後；尾） 0／30 0／30 

助剤 DMF/硬化ヒマシ油（1:1） 0.1 ml/L 

LC50（mg/L） ＞900（実測濃度に基づく） 

 

甲殻類 

ミジンコ類急性遊泳阻害試験（オオミジンコ） 

オオミジンコを用いたミジンコ類急性遊泳阻害試験が実施され、48 h EC50 >990 mg/L で

あった。 

 

 表 2.6-4：オオミジンコ急性遊泳阻害試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 オオミジンコ（Daphnia magna）20頭／群 

暴露方法 止水式 

暴露期間 48 h 

設定濃度（mg/L） 0 1,000 

実測濃度（mg/L） 

（暴露開始時－暴露終了時） 
0 1,000－910 

遊泳阻害数／供試生物数 

（48 hr後；頭） 

0／20 0／20 

助剤 DMF/硬化ヒマシ油（1:1） 0.1 ml/L 

EC50（mg/L） >990 (設定濃度（有効成分換算値）に基づく) 

 

藻類 

藻類生長阻害試験 

Pseudokirchneriella subcapitata を用いた藻類生長阻害試験が実施され、72 h ErC50 >85  

mg/L であった。 
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 表 2.6-5：藻類生長阻害試験結果 

被験物質 原体 

供試生物 Pseudokirchneriella subcapitata 初期生物量：1.0×104 cells/ml 

暴露方法 振とう培養 

暴露期間 96 h 

設定濃度（mg/L） 0 320 

実測濃度（mg/L） 

(0-72h幾何平均値) 
0 85 

72hr後生物量（×104 cells/ml） 157.3 157.6 

0-72hr生長阻害率（%） － 0.1 

助剤 DMF/硬化ヒマシ油（1:1） 0.1 ml/L 

ErC50（mg/L） >85（0-72h）（実測濃度に基づく） 

NOECr（mg/L） 85（0-72h）（実測濃度に基づく） 

 

2.6.2.2 代謝物 L の水産動植物への影響〈参考データ〉 

代謝物 L を用いて申請者が実施した魚類急性毒性試験、ミジンコ類急性遊泳阻害試験及び

藻類生長阻害試験の報告書を受領した。 

 

 表 2.6-6：代謝物 L の水産動植物への影響試験の結果概要 

試験名 生物種 暴露方法 
水温 

(℃) 

暴露期間 

(hr) 

LC50 又は EC50 

(mg/L) 

魚類急性毒性 ニジマス 止水 13.5～13.8 96 >100 (LC50) 

ミジンコ類 

急性遊泳阻害 
オオミジンコ 止水 19.7～21.8 48 >100 (EC50) 

藻類生長阻害 
緑藻 

Pseudokirchneriella subcapitata 

振とう 

培養法 
23.3～23.6 72 >1000 (ErC50) 

 

2.6.2.3 水産動植物被害防止に係る登録保留基準 

2.6.2.3.1 登録保留基準値 

中央環境審議会土壌農薬部会農薬小委員会による評価結果（URL：

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/h44_flutianil.pdf）を以下に転記する。（本項末まで） 

 

登録保留基準値 

各生物種の LC50、EC50 は以下のとおりであった。 

魚類（コイ急性毒性）    96 h LC50 ＞ 870 mg/L 

魚類（ニジマス急性毒性）   96 h LC50 ＞ 900 mg/L 

甲殻類（オオミジンコ急性遊泳阻害）   48 h EC50 ＞ 990 mg/L 

藻類（Pseudokirchneriella subcapitata 生長阻害） 72 h ErC50 ＞ 85 mg/L 

http://www.env.go.jp/water/sui-kaitei/kijun/rv/h44_flutianil.pdf
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これらから、 

魚類急性影響濃度        AECf = LC50/10 ＞  87 mg/L 

甲殻類急性影響濃度      AECd = EC50/10 ＞ 99 mg/L 

藻類急性影響濃度        AECa = EC50   ＞  85 mg/L 

 

よって、これらのうち最小の AECa より、登録保留基準値 = 85（mg/L）とする。 

 

2.6.2.3.2 水産動植物被害予測濃度と登録保留基準値の比較 

水田以外の使用について申請されている使用方法に基づき算定した水産動植物被害予測濃

度（水産 PECtier1）の最大値は、1.2×10
-4

 mg/L（2.5.3.3 項参照）であり、登録保留基準値 85 mg/L

を下回っている。 

 

2.6.2.4 製剤の水産動植物への影響 

 フルチアニル 5.0 %乳剤を用いて申請者が実施した魚類急性毒性試験、ミジンコ類急性遊泳

阻害試験及び藻類生長阻害試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.6-7 に示す。 

 

表 2.6-7：フルチアニル製剤の水産動植物への影響試験の結果概要 

被験物質 試験名 生物種 暴露方法 
水温 

(℃) 

暴露期間 

(hr) 

LC50 又は EC50 

(mg/L) 

5.0 %乳剤 魚類急性毒性 コイ 半止水 22.4～22.6 96 5.5 (LC50) 

5.0 %乳剤 魚類急性毒性 ニジマス 半止水 12.6～13.4 96 1.7 (LC50) 

5.0 %乳剤 
ミジンコ類 

急性遊泳阻害 
オオミジンコ 半止水 19.9～20.1 48 1.1 (EC50) 

5.0 %乳剤 藻類生長阻害 
緑藻 

Pseudokirchneriella subcapitata 

振とう 

培養法 
20.8～21.0 72 4.9 (ErC50) 

 

フルチアニル 5.0 %乳剤 

農薬使用ほ場の近隣にある河川等に流入した場合の水産動植物への影響を防止する観点

から、ほ場からの流出水中の製剤濃度 1.2 mg/L（最大使用量 60 ml/10a（きゅうり等）、水量

50,000 L（面積 10 a、水深 5 cm 相当））と製剤の水産動植物の LC50 又は EC50 との比（LC50

又は EC50／製剤濃度）を算定した。その結果、魚類において 0.1 を甲殻類及び藻類におい

て 0.01 を超えていたことから、水産動植物に対する注意事項は不要である。また、LC50 又

は EC50 が 1.0 mg/L を超えていたことから、容器等の洗浄及び処理に関する注意事項は不要

であると判断した。 
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2.6.3 節足動物への影響 

2.6.3.1 ミツバチ 

フルチアニル原体及び 5.0 %乳剤を用いて申請者が実施した急性毒性（経口及び接触）試験

の報告書を受領した。 

試験の結果、影響は認められなかった。 

 

表 2.6-8：フルチアニルのミツバチへの影響試験の結果概要 

試験名 供試生物 供試虫数 供試薬剤 
投与量* 

（mg ai/頭） 
試験結果 

急性毒性 

(経口) 

ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ 

成虫 

1 区 10 頭 

2 反復 

(100 mg 群は 6 反復) 

原体 
0.01、0.1、1.0、10、100 

(0.01、0.083、1.0、8.61、100)** 

LD50＞100 mg ai/頭 

(48 hr 後) 

急性毒性 

(接触) 

ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ 

成虫 

1 区 10 頭 

2 反復 

(100 mg 群は 6 反復) 

原体 0.01、0.1、1.0、10、100 
LD50＞100 mg ai/頭 

(48 hr 後) 

急性毒性 

(経口) 

ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ 

成虫 

1 区 10 頭 

3 反復 
5.0 %乳剤 

6.25、12.5、25、50、100 

(6.25、12.5、21.7、21.4、21.5)** 

LD50＞21.7 mg ai/頭 

(48 hr 後) 

急性毒性 

(接触) 

ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ 

成虫 

1 区 10 頭 

3 反復 
5.0 %乳剤 9.87、14.8、22.2、33.3、50 

LD50＞50 mg ai/頭 

(48 hr 後) 

* ：有効成分量 

**：1 頭あたりの実摂取量 

 

2.6.3.2 蚕 

フルチアニル原体を用いて申請者が実施した急性経口毒性試験の報告書を受領した。 

試験の結果、影響は認められなかった。 

 

表 2.6-9：フルチアニルの蚕への影響試験の結果概要 

試験名 供試生物 供試虫数 供試薬剤 投与量 試験結果 

急性毒性 

蚕 

錦秋×鐘和 

4 齢幼虫 

1 区 10 頭 

5 反復 
原体 0.25  mg/人工飼料 25 g  

8 日後死亡率 0 % 

4 齢及び 5 齢期間、健

蛹歩合、繭質に影響な

し 

 

2.6.3.3 天敵昆虫等 

サバクツヤコバチ（マミー（蛹）及び成虫）、タイリクヒメハナカメムシ（成虫）、チリカ

ブリダニ（雌成虫、第一若虫及び卵）、捕食性ダニ（第一若虫）及び寄生蜂を用いて申請者が

実施した急性毒性試験の報告書を受領した。 
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試験の結果、天敵昆虫等への毒性は低く、申請される使用方法においては、フルチアニル

の天敵昆虫等に関する注意事項は不要と判断した。 

 

表 2.6-10：フルチアニルの天敵昆虫等への影響試験の結果概要 

試験名 供試生物 供試数 供試薬剤 試験方法 試験結果 

急性 

毒性 

ｻﾊﾞｸﾂﾔｺﾊﾞﾁ 

ﾏﾐｰ (蛹) 

1 区 40～70 個体 

3 反復 

5.0 %乳剤 

5,000倍希釈液をマミー

カード 1) に散布し、風

乾後、試験管に静置 

17 日後補正死亡率 2) 

4 % (26 %)3) 

急性 

毒性 

ｻﾊﾞｸﾂﾔｺﾊﾞﾁ 

成虫 

(羽化後 24～48 hr) 

1 区 12～13 頭 

5 反復 

5,000倍希釈液で試験管

内壁面を濡らし、風乾

後、供試生物を放飼 

1 日後補正死亡率 2) 

3 % (6 %)3) 

急性 

毒性 

ﾀｲﾘｸﾋﾒﾊﾅｶﾒﾑｼ 

成虫 

1 区雄雌各 11 頭 

3 反復 

5,000倍希釈液を供試生

物に散布後、プラスチ

ックシャーレに放飼 

2 日後補正死亡率 2) 

雄 13 % (9 %) 3) 

雌 0 % (15 %) 3) 

捕食数に影響なし 

急性 

毒性 

ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ 

成虫 (雌) 

1 区 15 頭 

3 反復 

プラスチックカップに

供 試 生 物 を 放 飼 し 、

5,000 倍希釈液を 2 mL

散布 

2 日後補正死亡率 2) 

0% (7 %) 3) 

産卵数に影響なし 

急性 

毒性 

ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ 

第一若虫 

59 頭 

1 区 

25～30 卵 

3 反復 

プラスチックカップ中

で 孵 化 し た 供 試 生 物

に、5,000 倍希釈液を

2mL 散布 

2 日後補正死亡率 2) 

2 % (0 %) 3) 

急性 

毒性 

ﾁﾘｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆ 

卵 

130 個 

1 区 

10～12 頭雌成虫 

3 反復 

プラスチックカップ中

で雌成虫が産卵した卵

に、5,000 倍希釈液を 2 

mL 散布 

3 日後補正死亡率 2) 

0 % (1 %) 3) 

急性 

毒性 

捕食性ﾀﾞﾆ 

Typhlodromus 

pyri 
(ｶﾌﾞﾘﾀﾞﾆの1 種) 

第一若虫 

1 区 20 頭 

3 反復 

12.35 、 37.0 、 111.1 、

333.3、1,000 g ai/ha の用

量で薬剤処理したガラ

ス板上に、供試生物を

放飼 

7 日後 LR50 583.74 g ai/ha 

NOER 37.0 g ai/ha 

333.3 g ai/ha 以上で死亡率

増加 

111.1 g ai/ha 以上で産卵数

低下 

急性 

毒性 

寄生蜂 

Aphidius 

rhopalosiphi 
(ｱﾌﾞﾗﾊﾞﾁの1 種) 

1 区雌雄各 5 頭 

3 反復 

6.17、18.5、55.5、166.7、

500 g ai/ha の用量でガ

ラス板に薬剤処理し乾

燥後、供試生物を放飼 

2 日後 LR50 31.7 g ai/ha 

NOER：無影響散布量、LR50：半数致死散布量 

1) サバクツヤコバチのマミー（蛹）を封入したカード 

2) 補正死亡率は Abbott の補正式により算出 

 

 

3) (  )は、無処理区の死亡率 

補正死亡率（%）=                   ×100 
無処理区の生存率 – 処理区の生存率 

無処理区の生存率 
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2.7 薬効及び薬害 

2.7.1 薬効 

フルチアニル 5.0 %乳剤 

フルチアニル 5.0 %乳剤を用いて申請者が実施した薬効・薬害試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.7-1 に示す。 

 

表 2.7-1 フルチアニル 5.0 %乳剤の薬効・薬害試験概要 

作物名 対象病害 希釈倍数 
使用濃度* 

(kg ai/hL) 
使用方法 試験数合計 

きゅうり 

うどんこ病 5,000倍 0.001 散布 

7 

なす 6 

すいか 7 

メロン 7 

かぼちゃ 7 

いちご 6 

花き類・観葉植物 

（バラ、バーベナ、ペチュニア） 

6 

*：有効成分濃度 

 

全ての作物の各試験区において、うどんこ病に対して無処理区と比べて効果が認められ

た。 

 

2.7.2 対象作物への薬害 

フルチアニル 5.0 %乳剤について、2.7.1 に示した薬効・薬害試験において、薬害は認め

られなかった。 

きゅうり、なす、すいか、メロン、かぼちゃ、いちご及び花き類・観用植物について、

申請濃度（5,000 倍）及び申請濃度の 2 倍量（2,500 倍）、使用方法「散布」により申請者が

実施したフルチアニル 5.0 %乳剤の限界薬量薬害試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.7-2 に示す。試験の結果、きゅうりの 2 倍量試験区で葉先に褐変が見られ

る軽微な薬害がみられた以外は、薬害はみられなかった。 

以上から、申請作物に対する薬害について問題がないことを確認した。 

 

 表 2.7-2 フルチアニル 5.0 %乳剤の限界薬量薬害試験結果概要 

試験場所 

実施年度 
供試作物 使用時期 希釈倍数 

使用濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

方法 
結果 

徳島県 

H19 
きゅうり 

定植 2 日後（4 葉期） 

定植 13 日後（10 葉期） 

定植 27 日後（12 葉期） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 



84 

フルチアニル － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

 

試験場所 

実施年度 
供試作物 使用時期 希釈倍数 

使用濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

方法 
結果 

徳島県 

H19 
きゅうり 

定植 6 日後 

定植 35 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
きゅうり 

は種 20 日後（1.5 葉幼苗期） 

は種 21 日後（1.5 葉幼苗期） 

定植 20 日後（12～13 葉期） 

定植 42 日後（収穫期） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。1.5

葉幼苗期の 2500 倍、処理

7 日後及び 14 日後に葉先

に褐変が認められたが、

その後の生育に影響はな

かった。それ以外の試験

区では薬害はみられなか

った。 

徳島県 

H19 
なす 

定植 2 日後 

定植 13 日後 

定植 27 日後 

定植 41 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
なす 

定植 6 日後 

定植 41 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
なす 

は種 34 日後（4 葉幼苗期） 

定植 20 日後（7～8 葉期） 

定植 63 日後（収穫期）  

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
すいか 

定植 3 日後（9～9.5 葉期） 

定植 19 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
すいか 

定植 6 日後（9～9.5 葉期） 

定植 41 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
すいか 

は種 27 日後（3 葉幼苗期） 

定植 42 日後 

定植 68 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
メロン 

定植 8 日後（8.5 葉期） 

定植 19 日後（15～18 葉期） 

定植 32 日後 

定植 39 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
メロン 

定植 6 日後（7 葉期） 

定植 35 日後（23～24 葉期）  

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
メロン 

定植 2 日後（7～7.5 葉期） 

定植 27 日後（22 葉期） 

定植 34 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
メロン 

定植 13 日後 

定植 42 日後 

定植 66 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、３日後、7

日後、14 日後に調査。い

ずれの試験区も薬害はみ

られなかった。 
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試験場所 

実施年度 
供試作物 使用時期 希釈倍数 

使用濃度* 

(kg ai/hL) 

使用 

方法 
結果 

徳島県 

H20 
メロン 

は種 27 日後（3 葉幼苗期） 

定植 13 日後（9 葉期） 

定植 49 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
かぼちゃ 定植 6 日後（6.5 葉期）  

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
かぼちゃ 

定植 6 日後（6 葉期） 

定植 41 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
かぼちゃ 

は種 20 日後（2 葉幼苗期） 

定植 42 日後 

定植 68 日後 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
いちご 

定植 28 日後（花房抽出期） 

定植 70 日後（果実肥大期） 

定植 82 日後（果実肥大期） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
いちご 

定植 105 日後（果実肥大期） 

定植 154 日後（果実肥大期） 

定植 167 日後（果実肥大期） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

大分県 

H19 
バラ 

伸長期 

蕾肥大期 

開花期 

（7 日間隔で 2 回） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

2 回目処理前、2 回目処理

7 日後、14 日後に調査。

いずれの試験区も薬害は

みられなかった。 

茨城県 

H20 
バラ 

生育期～花蕾期 

（7～8 日間隔で 3～5 回） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

各処理翌日、最終処理 7

～8 日後に調査。いずれ

の試験区も薬害はみられ

なかった。 

徳島県 

H20 
バーベナ 

幼苗期 

開花前 

開花期 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、3 日後、7 日

後、14 日後に調査。いず

れの試験区も薬害はみら

れなかった。 

茨城県 

H20 
バーベナ 開花期（7 日間隔で 2～3 回） 

2,500 倍

（3 回） 

5,000 倍

（2 回） 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、7 日後に茎

葉、花について調査。い

ずれの試験区も薬害はみ

られなかった。 

徳島県 

H20 
ペチュニア 

幼苗期 

開花前 

開花期 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、３日後、7

日後、14 日後に調査。い

ずれの試験区も薬害はみ

られなかった。 

茨城県 

H20 
ペチュニア 開花期（7 日間隔で 3 回） 

2,500 倍 

5,000 倍 

0.002 

0.001 
散布 

処理 1 日後、7 日後に茎

葉、花について調査。い

ずれの試験区も薬害はみ

られなかった。 

*：有効成分濃度 

 



86 

フルチアニル － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

 

2.7.3 周辺農作物への薬害 

（１）漂流飛散による薬害 

小麦、トマト、ピーマン、しろうり、だいこん、はくさい、さやいんげん、しゅんぎく、

レタス及びねぎについて、希釈倍数「申請濃度（5,000 倍）」、使用方法「散布」により申請

者が実施したフルチアニル 5.0 %乳剤の漂流飛散による薬害試験の報告書を受領した。 

結果概要を表 2.7-3 に示す。試験の結果、トマト及びピーマンで葉先に褐変とみられる軽

微な薬害が認められた以外は、薬害はみられなかった。 

以上から、漂流飛散による薬害について問題がないことを確認した。 

 

表 2.7-3 フルチアニル 5.0 %乳剤の漂流飛散による薬害試験結果概要 

試験場所 

実施年度 
供試作物 使用時期 希釈倍数 

 使用濃度* 

(kg ai/hL) 
使用方法 結果 

徳島県 

H19 
小麦 3.5～4葉期 5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H20 
小麦 出穂期 5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
トマト 

定植31日後 

定植39日後 

定植47日後 

5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も処理1日後に

薬害はみられなかったが、処理3日

後、7日後及び14日後に葉先に褐変症

状がみられた。生育に影響はなかっ

た。 

徳島県 

H19 
ピーマン 

定植4日後 

定植32日後 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。定植4日後の処理7日後及び14

日後の試験区で葉先に褐変症状がみ

られたが、生育に影響はなかった。

定植32日後処理では、薬害はみられ

なかった。 

徳島県 

H19 
しろうり 

2葉期 

20～21葉期 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
だいこん 

3.5葉期 

主根肥大期 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 



87 

フルチアニル － II. 審査報告 － 2. 審査結果 

 

試験場所 

実施年度 
供試作物 使用時期 希釈倍数 

 使用濃度* 

(kg ai/hL) 
使用方法 結果 

徳島県 

H19 
はくさい 

3.5～4.5葉期 

結球期 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
さやいんげん 

1.5葉期 

6葉期 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
しゅんぎく 

10～13葉期 

収穫期 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

茎葉について調査。いずれの試験区

も薬害はみられなかった。 

徳島県 

H19 
レタス は種42日後 5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

徳島県 

H19 
ねぎ 

2.5葉期 

収穫期 
5,000倍 0.001 散布 

処理1日後、3日後、7日後、14日後に

調査。いずれの試験区も薬害はみら

れなかった。 

*：有効成分濃度 

 

（２）水田水の流出による薬害 

申請された作物は水田で栽培される作物ではないため、水田水の流出による周辺作物へ

の薬害が生ずるおそれがないものと考えられたため、試験実施は不要であると判断した。 

 

（３）揮散による薬害 

本有効成分の用途は殺菌剤であり、除草効果はみられないことから、揮散による周辺作

物への薬害が生ずるおそれがないものと考えられたため、試験実施は不要とである判断し

た。 

 

2.7.4 後作物への薬害 

本有効成分の用途は殺菌剤であり、除草効果はみられず、ほ場土壌残留試験（2.5.2.2 項

参照）における総フルチアニル 1) の 50 %消失期（DT50）は、軽埴土で 58 日、埴壌土で 15

日であり、100 日を超えないため、試験実施は不要であると判断した。 

 

1) フルチアニル、代謝物 H、代謝物 L の合量値（フルチアニル等量換算） 
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別添 1 用語及び略語 

 

ADI acceptable daily intake 一日摂取許容量 

AEC acute effect concentration 急性影響濃度 

ai active ingredient 有効成分 

AUC area under the curve 薬物濃度曲線下面積（無限時間までの外挿値） 

AUCt area under the curve 薬物濃度曲線下面積（最終試料採取時間t まで

の計算値） 

   

BCF bioconcentration factor 生物濃縮係数 

   

CAS Chemical Abstracts Service ケミカルアブストラクトサービス 

Cmax maximum concentration 最高濃度 

CMC carboxymethylcellulose カルボキシメチルセルロース 

   

DMF dimethylformamide ジメチルホルムアミド 

DSC differential scanning calorimetry 示差走査熱量分析 

DT50 dissipation time 50 % 50 %消失期 

   

EC50 median effect concentration 半数影響濃度 

ErC50 medean effect concentration deriving 

from growth rate 

速度法による半数生長阻害濃度 

   

F1 first filial generation 交雑第1代 

F2 second filial generation 交雑第2代 

   

GAP good agricultural practice 使用方法 

GC gas chromatography  ガスクロマトグラフィー 

   

HPLC high performance liquid chromatography 高速液体クロマトグラフィー 

   

ISO International Organization for 

Standardization 

国際標準化機構 

IUPAC International Union of Pure and Applied 

Chemistry 

国際純正応用化学連合 

   

JIS Japanese Industrial Standards 日本工業規格 
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K
ads

 F Freundlich adsorption coefficient 吸着係数 

K
ads

 Foc organic carbon normalized Freundlich 

adsorption coefficient 

有機炭素吸着係数 

   

LC-MS liquid chromatography with mass 

spectrometry 

液体クロマトグラフィー質量分析 

LC50 median lethal concentration 半数致死濃度 

LD50 median lethal dose  半数致死量 

LR50 median lethal rate 半数致死散布量 

LSC liquid scintillation counter 液体シンチレーションカウンター 

   

NA not analysis 分析せず 

ND not detected 不検出 

NOEC no observed effect concentration 無影響濃度 

NOECr no observed effect concentration 

deriving from growth rate 

速度法による無影響濃度 

NOEL no observed effect level 無影響量 

NOER no observed effect rate 無影響散布量 

   

OECD Organization for Economic Co-operation 

and Development 

経済協力開発機構 

   

P parental generation 親世代 

Pa Pascal パスカル 

PEC predicted environmental concentration 環境中予測濃度 

pH pH-value pH値 

Pow partition coefficient between n-octanol 

and water 

n-オクタノール／水分配係数 

ppm parts per million 百万分の1（10
-6） 

   

RSD relative standard deviation 相対標準偏差 

   

SPE solid phase extraction 固相抽出 

   

T1/2 half-life 消失半減期 

TAR total applied radioactivity 総投与（処理） 放射性物質 



90 

フルチアニル－ 別添 1 用語及び略語 

 

TG-DTA thermogravimetric-differential thermal 

analysis 

示差熱熱重量分析 

TLC thin layer chromatography 薄層クロマトグラフィー 

Tmax time at maximum concentration 最高濃度到達時間 

TMDI theoretical maximum daily intake 理論最大一日摂取量 

TRR total radioactive residue 総残留放射性物質濃度 

   

UV ultraviolet 紫外線 
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別添 2 代謝物等一覧 

記

号 

名称 

略称 
化学名 構造式 

A ﾌﾙﾁｱﾆﾙ 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁ

ｵ]-2-[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ

-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

 

B OC 42121 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁ

ｵ]-2-[3-(2-ﾋﾄﾞﾛｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞ

ﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

OH

S

CN

F

CF
3

 

C OC 53276 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙｽﾙﾌ

ｨﾆﾙ]-2-[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞ

ﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

O

 

D OC 53277 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙｽﾙﾎ

ﾆﾙ]-2-[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ

-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

O O
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記

号 

名称 

略称 
化学名 構造式 

E OC 53279 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁ

ｵ]-2-[4-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁ

ｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

OH

 

F OC 53429 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-ﾒﾁﾙﾌｪﾆﾙﾁｵ]-2-[3-(2-

ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾ

ﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CH
3

 

G OC 53982 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ｼﾞﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁ

ｵ]-2-[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ

-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CHF
2

 

H OC 56574 

(Z)-2-[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙﾁ

ｵ]-2-[3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1-ｵｷｿ-1,3-ﾁｱｿﾞ

ﾘｼﾞﾝ-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

S

CN

F

CF
3

O
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記

号 

名称 

略称 
化学名 構造式 

I OC 56631 2-ﾒﾄｷｼｱﾆﾘﾝ 

O
CH

3

NH
2

 

J OC 56633 2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾍﾞﾝｾﾞﾝﾁｵｰﾙ 

SH

F

CF
3

 

K OC 56634 
1,2-ﾋﾞｽ[2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]

ｼﾞｽﾙﾌｧﾝ 

F

CF
3

F

CF
3

S S

 

L OC 56635 2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸 

F

CF
3

SO
3
H
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記

号 

名称 

略称 
化学名 構造式 

M OC 59291 3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ-2-ｵﾝ 

N

S

O
CH

3

O

 

N Met 1 
S-[2-(ｱｾﾁﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-6-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4-(ﾄﾘﾌﾙｵ

ﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｼｽﾃｲﾝ 
S

S

CF
3

O

CH
3

NH
2

O

OH

O

O
OH

 

O Met 2 
N-ｱｾﾁﾙ-S-[2-ﾌﾙｵﾛ-6-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-3-ｽﾙﾎ

-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｼｽﾃｲﾝ 

S

F

CF
3

OH O

O
S

O OH

NH

O CH
3

OH

 

P Met 3 

3-({[2-(ｱｾﾁﾙｽﾙﾎﾆﾙ)-6-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-4-(ﾄﾘﾌ

ﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｽﾙﾌｧﾆﾙ}ﾒﾁﾙ)ﾋﾟﾍﾟﾗｼﾞﾝ

-2,5-ｼﾞｵﾝ 

NH

NH

S

CF
3

OH

O

O

S

O

CH
3

O

O

 



95 

フルチアニル－別添 2 代謝物等一覧 

 

記

号 

名称 

略称 
化学名 構造式 

Q Met 4 
g-ｸﾞﾙﾀﾐﾙ-S-[2-ﾌﾙｵﾛ-3-(ﾒﾄｷｼｽﾙﾎﾆ

ﾙ)-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｼｽﾃｲﾆﾙｸﾞﾘｼﾝ 

F

CF
3

S
O

CH
3

O

O

S
NH

O

NH
2

OH O

O N
H

O

OH

 

R Met 5 
g-ｸﾞﾙﾀﾐﾙ-S-[2-ﾌﾙｵﾛ-3-ｽﾙﾎ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛ

ﾒﾁﾙ)-6-ｱｾﾄｷｼﾌｪﾆﾙ]ｼｽﾃｲﾆﾙｸﾞﾘｼﾝ 

F

CF
3

S
OH O

O

S
NH

O

NH
2

OH O

O N
H

O

OH

O

O CH
3

 

S Met 6 
N-ｱｾﾁﾙ-S-[2-ﾋﾄﾞﾛｷｼ-6-(ﾒﾁﾙｽﾙﾌｨﾆ

ﾙ)-4-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾌｪﾆﾙ]ｼｽﾃｲﾝ 

S

CF
3

S
CH

3

O

NH

CH
3

O

O

OH

OH

 

T 
Unk 

AP5A 

(2E)- [3-(2-ﾒﾄｷｼﾌｪﾆﾙ)-1,3-ﾁｱｿﾞﾘｼﾞﾝ

-2-ｲﾘﾃﾞﾝ]ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 

N

S

O
CH

3

CN
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記

号 

名称 

略称 
化学名 構造式 

U  
2-ﾌﾙｵﾛ-5-(ﾄﾘﾌﾙｵﾛﾒﾁﾙ)ﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎﾝ酸

ﾅﾄﾘｳﾑ 

F

CF
3

SO
3
Na
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別添 3 審査資料一覧 

1. 基本情報 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.1.3.6 2009 

農薬登録申請見本検査書 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.1.3.6 2009 

農薬（製剤）及び原体の成分組成、製造方法等に関する報告書 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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2. 物理的化学的性状 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.1.2.1 2004 

Determination of appearance of OK-5203 

NOTOX B.V.、OTSB-0015 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2004 

Determination of the density of OK-5203 

NOTOX B.V.、OTSB-0012 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2004 

Determination of the melting and boiling temperature of OK-5203 by differentioal 

scanning calorimetry 

NOTOX B.V.、OTSB-0011 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2007 

Determination of boiling point of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0052 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2007 

Vapour pressure of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0053 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2006 

Water solubility of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0047 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2006 

Solubility of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0055 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2007 

Partition coefficient(n-octanol/water) of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0057 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2009 

［14C］-OK-5203:Adsorption/Desorption in Soil 

Covance Laboratories Ltd、2006-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2009 

［14C］-OK-5203:Hydrolytic Stability 

Covance Laboratories Ltd、2007-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2009 

［ 14C ］ -OK-5203:Photodegradation and Quantum Yield in Sterile,Aqueous 

Solution 

Covance Laboratories Ltd、2007-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2007 

Thermal stability of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0060 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2007 

Ultraviolet –visible(uv/vis)absorption spectra of OK-5203 pure 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0061 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2006 

OK-5203 pure: Determination of Infrared spectrum 

The Institute of Environmental Toxicology、OTSB-0158 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.1.2.1 2004 

Determination of the mass spectrum of OK-5203 

NOTOX B.V.、OTSB-0019 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2004 

Determination of the 1H NMR spectrum of OK-5203 

NOTOX B.V.、OTSB-0017 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.1 2004 

Determination of the 13C NMR spectrum of OK-5203 

NOTOX B.V.、OTSB-0030 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.2 2009 

農薬の物理的化学的性状に関する検査結果報告書 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.1.2.3 2009 

農薬の経時安定性に関する検査結果報告書 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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3. 分析方法 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.2.1 2009 

フルチアニル原体中の有効成分及び混在物の分析 

株式会社化学分析コンサルタント、GT-B0803-3 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.2 2009 

農薬登録申請見本検査書（フルチアニル 5.0 %乳剤） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（なす） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2009 

作物残留分析結果報告（なす） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（きゅうり） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2009 

作物残留分析結果報告（きゅうり） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（かぼちゃ） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（かぼちゃ） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（すいか） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2009 

作物残留分析結果報告（すいか） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（メロン） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2009 

作物残留分析結果報告（メロン） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2008 

作物残留分析結果報告（いちご） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.3 2009 

作物残留分析結果報告（いちご） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.2.4 2008 

土壌残留分析結果報告書（畑地状態の圃場試験） 

株式会社化学分析コンサルタント 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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4. 毒性 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.3.1.1 2009 
[14C]-OK-5203: Absorption, excretion and metabolism in the rat 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.1 2010 

[14C]-OK-5203: Tissue distribution and clearance in the rat following single dose 

administration 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.1 2010 

[14C]-OK-5203: Absorption, distribution, metabolism and excretion in the rat 

following repeated dose administration 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.2 2006 
ACUTE ORAL TOXICITY STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN RATS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.2 2006 
ACUTE DERMAL TOXICITY STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN RATS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.2 2008 
OK-5203 technical: Acute Inhalation Toxicity Study in the Rat 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.2 2009 
A SKIN IRRITATION STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN RABBITS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.2 2009 
AN EYE IRRITATION STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN RABBITS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.2 2009 

A SKIN SENSITIZATION STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN 

GUINEAPIGS (Maximization Test) 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.3 2009 
OK-5203 Technical: 90-Day Repeated Dose Oral Toxicity Study in Rats 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.3 2009 
OK-5203 Technical: 90-Day Repeated Dose Oral Toxicity Study in Mice 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.3 2009 

A 90-DAY ORAL TOXICITY STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN BEAGLE 

DOGS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.3 2008 

OK-5203 Technical: 28-Day Dermal Administration Toxicity Study in the Rat 

with a 14-Day Treatment-free Period 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.4 2005 

OK-5203 Technical: Reverse Mutation in four Histidine-requiring strains of 

Salmonella typhimurium and one Tryptophan-requiring strain of Escherichia coli 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.4 2005 

OK-5203 Technical: Induction of chromosome aberrations in cultured human 

peripheral blood lymphocytes 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.3.1.4 2005 

OK-5203 Technical: Mutation at the Thymidine Kinase (tk) Locus of Mouse 

Lymphoma L5178Y Cells (MLA) using the MicrotitreR Fluctuation Technique 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.4 2008 
OK-5203 のマウスを用いる小核試験 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.5 2010 

A 52-WEEK ORAL TOXICITY STUDY OF OK-5203 TECHNICAL IN 

BEAGLE DOGS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.5 2009 

OK-5203 Technical: Combined Chronic Toxicity and Carcinogenicity Study in 

Rats 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.5 2009 
OK-5203 Technical: Carcinogenicity Study in Mice 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.6 2009 
OK-5203 TECHNICAL: A REPRODUCTION TOXICITY STUDY IN RATS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.6 2009 

Oral (Gavage) Developmental Toxicity Study of OK-5203 Technical in Wistar 

Hannover GALAS Rats 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.6 2009 

A PRENATAL DEVELOPMENTAL TOXICITY STUDY OF OK-5203 

TECHNICAL GRADE IN RABBITS 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.7 2008 
OK-5203 原体の生体機能への影響に関する試験 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.8 2009 
Acute oral toxicity study of OC 56635 in rats (Fixed Dose Procedure) 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.8 2009 
Acute oral toxicity study with OC 63421 in albino rats 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.8 2009 
Acute oral toxicity study with OC 63421 in albino rats 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.8 2008 
Bacterial reverse mutation test of OC 56635 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.8 2008 

In vitro mammalian cell gene mutation test of OC 56635 (L5178Y/TK+/－ 

mouse lymphoma assay) 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.8 2009 
In vivo micronucleus test of OC 56635 in mice 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.3.1.9 2008 
OK-5203 乳剤 5 のラットを用いる急性経口投与毒性試験（固定用量法） 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.9 2009 
OK-5203 5 %EC のラットを用いる急性経皮投与毒性試験 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.9 2009 
OK-5203 5 %EC: Acute Inhalation Toxicity Study in the Rat 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.9 2009 
OK-5203 5 %EC のウサギを用いる皮膚刺激性試験 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.9 2009 
OK-5203 5 %EC のウサギを用いる眼刺激性試験 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.3.1.9 2008 
OK-5203 乳剤 5 のモルモットを用いる皮膚感作性試験（Buehler 法） 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

 



104 

フルチアニル－別添 3 審査資料一覧 

 

5. 残留性 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.4.1.1 2008 

[14C]-OK-5203 : Metabolism in Grapes  

Covance Laboratories Ltd、2554/001-D2149 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.1.1 2008 

[14C]-OK-5203 : Metabolism in Apple  

Covance Laboratories Ltd、2554/004-D2149 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.1.1 2008 

[14C]-OK-5203 : Metabolism in Cucumber  

Covance Laboratories Ltd、2554/005-D2149 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.1.1 2008 

[14C]-OK-5203 : Metabolism in Lettuce 

Covance Laboratories Ltd、2554/037-D2149 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（なす） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2009 

作物残留分析結果報告（なす） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（きゅうり） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2009 

作物残留分析結果報告（きゅうり） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（かぼちゃ） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（かぼちゃ） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（すいか） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2009 

作物残留分析結果報告（すいか） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（メロン） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2009 

作物残留分析結果報告（メロン） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.4.2.1 2008 

作物残留分析結果報告（いちご） 

財団法人残留農薬研究所 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典(企業以外の場合) 

会社名、報告書番号 

GLP 適合状況(必要な場合)、公表の有無 

提出者 

II.2.4.2.1 2009 

作物残留分析結果報告（いちご） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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6. 環境動態 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.5.2.1 2009 

［14C］-OK-5203:Aerobic Soil Metabolism and Dgradation 

Covance Laboratories Ltd、2005-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.5.2.1 2009 

［14C］-OK-5203:Photodegradation on a Soil Surface 

Covance Laboratories Ltd、2005-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.5.2.2 2008 

土壌残留分析結果報告書（畑地状態の圃場試験） 

株式会社化学分析コンサルタント 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.5.2.3 2009 

［14C］-OK-5203:Adsorption/Desorption in Soil 

Covance Laboratories Ltd、2006-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.5.3.1 2009 

［14C］-OK-5203:Hydrolytic Stability 

Covance Laboratories Ltd、2007-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.5.3.2 2009 

［ 14C ］ -OK-5203:Photodegradation and Quantum Yield in Sterile,Aqueous 

Solution 

Covance Laboratories Ltd、2007-2009 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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7. 環境毒性 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.6.1 2006 

OK-5203：AN ACUTE ORAL TOXICTY STUDY WITH THE NORTHERN 

BOBWHITE 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.1 2006 
OK-5203：DIETARY LC50 STUDY WITH THE MALLARD 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.1 2006 
OK-5203 原体のコイ（Cyprinus carpio）に対する急性毒性試験  

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.1 2007 
OK-5203 原体のニジマス（Oncorhynchus mykiss）に対する急性毒性試験 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.1 2006 

OK-5203 原体のオオミジンコ（Daphnia magna）に対する急性遊泳阻害試験 

住化テクノサービス(株)、0604EDI 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.1 2007 

Growth Inhibition Test of OK-5203 Technical with the Freshwater Green Alga, 

Pseudokirchneriella subcapitata 

住化テクノサービス株式会社、0604EAI 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.2 2009 
OC56635 ：Acute Toxicity to Oncorhynchus mykiss 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.2 2009 

OC56635 ：Acute Toxicity to Daphnia magna 

Covance Laboratories Ltd、2554/107 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.2 2009 

OC56635 ：Inhibition of Growth to the Alga, Pseudokirchneriella subcapitata 

Covance Laboratories Ltd、2554/108 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.4 2007 
Acute Toxicity Test of OK-5203 5 %EC to Carp（Cyprinus carpio） 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.4 2007 

Acute Toxicity Test of OK-5203 5 %EC to Rainbow Trout （Oncorhynchus 

mykiss） 

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.4 2007 

Acute Immobilization Test of OK-5203 5 %EC to Daphnia magna 

住化テクノサービス株式会社、0701EDI  

GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.2.4 2007 

Growth Inhibition Test of OK-5203 5 %EC with the Freshwater Green Alga, 

Pseudokirchneriella subcapitata. 

住化テクノサービス株式会社、0701EAI  

 GLP、未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.1 2009 

OK-5203 Technical: Acute Contact and Oral Toxicity to Honeybees 

Covance Laboratories Ltd、2554/013-D2149 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.6.3.1 2009 

OK-5203 5% EC: Acute Contact and Oral Toxicity to Honeybees 

Covance Laboratories Ltd、2554/071-D2149 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.2 2009 

蚕に対する影響 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.3 2008 

サバクツヤコバチに対する影響 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.3 2008 

OK-5203 乳剤 5 のタイリクヒメハナカメムシ成虫に対する影響 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.3 2008 

チリカブリダニに対する影響 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.3 2009 

OK-5203 5% EC: Acute toxicity to Typhlodromus pyri in the laboratory 

Covance Laboratories Ltd、2554/012-D2149 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.6.3.3 2009 

OK-5203 5% EC: Acute toxicity to Aphidius rhopalosiphi in the laboratory 

Covance Laboratories Ltd、2554/011-D2149 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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8. 薬効・薬害 

審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（きゅうり） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（きゅうり） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（なす） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（なす） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（すいか） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（すいか） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（メロン） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（メロン） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（かぼちゃ） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（かぼちゃ） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（いちご） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（いちご） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（ばら） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（ばら） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（バーベナ） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（バーベナ） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2007 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（ペチュニア） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.1 

II.2.7.2 
2008 

ガッテン乳剤の薬効薬害試験成績（ペチュニア） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（きゅうり） 

大塚化学株式会社  

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（きゅうり） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（なす） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（なす） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（すいか） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（すいか） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（メロン） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（メロン） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（かぼちゃ） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（かぼちゃ） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（いちご） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（いちご） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.7.2 2007 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（ばら） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（ばら） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（バーベナ） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（バーベナ） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（ペチュニア） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.2 2008 

ガッテン乳剤の倍量害試験成績（ペチュニア） 

社団法人日本植物防疫協会 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2008 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（小麦） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（トマト） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（ピーマン） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（しろうり） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（だいこん） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（はくさい） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（さやいんげん） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（しゅんぎく） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（レタス） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 
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審査報告書 

項目番号 
報告年 

表題、出典（試験施設以外の場合） 

試験施設、報告書番号 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

提出者 

II.2.7.3 2007 

ガッテン乳剤の漂流飛散による薬害成績（ねぎ） 

大塚化学株式会社 

未公表 

大 塚 ア グ

リ テ ク ノ

(株) 

 


